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今
年
で
十
八
回
を
迎
え
た
い
び
が
わ
マ
ラ
ソ
ン
が
十
一
月
十
三
日
晴
天
の
下
に
盛
大
に
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

合
併
後
の
初
め
て
の
大
会
と
な
っ
た
当
日
は
、
全
国
か
ら
集
ま
っ
た
ラ
ン
ナ
ー
と
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
、
そ
し
て
ラ
ン
ナ
ー
を
応

援
す
る
サ
ポ
ー
タ
ー
の
皆
さ
ん
の
熱
気
に
町
全
体
が
包
ま
れ
ま
し
た
。

　

今
年
も
例
年
の
よ
う
に
高
石
と
も
や
さ
ん
（
シ
ン
ガ
ー
ソ
ン
グ
ラ
イ
タ
ー
）、
山
田
敬
蔵
さ
ん
（
'53
ボ
ス
ト
ン
マ
ラ
ソ
ン
優
勝

者
）、
柳
川
春
己
さ
ん
（
'96
ア
ト
ラ
ン
タ
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
金
メ
ダ
リ
ス
ト
）
を
ゲ
ス
ト
に
、
さ
ら
に
ス
ペ
シ
ャ
ル
ゲ
ス
ト
と
し

て
金
哲
彦
さ
ん
（
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
ニ
ッ
ポ
ン
ラ
ン
ナ
ー
ズ
理
事
長
）
を
迎
え
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
国
際
交
流
を
行
っ
て
い
る
ア
メ
リ
カ
・
ユ
タ
州
の
セ
ン
ト･

ジ
ョ
ー
ジ
市
か
ら
の
招
待
選
手
も
参
加
さ
れ
ま
し
た
。

　

恒
例
と
な
っ
た
い
び
が
わ
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
も
幼
児
か
ら
高
齢
者
ま
で
多
く
の
方
々
が
参
加
さ
れ
ま
し
た
。
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セントジョージの方々とホストファミ
リーの対面 会場でのセントジョージの方々の紹介

北海道芽室町からは恒例となった
物産展

選手宣誓をする高橋富士夫さんと
高橋寿子さん

今年も仮装した選手が注目を集めました

軽快に走り出すスタート直後の選手たち

マラソンの様子と観光案内が公開生放
送された岐阜ＦＭ

ウォーミングアップで体をほぐして

お馴染み高石ともやさんと
スペシャルゲストの金哲彦さん

物産展も来場者の楽しみの一つ

スタートの様子



男子ハーフマラソンの優勝者谷口幸治さん

女子ハーフマラソン優勝者
梅山里香さん

女子マラソンの優勝者宗宮麻樹子さん
（２度目の優勝のためセントジョージマラソン
の招待は辞退されました）

セントジョージからのOEVRA VIERKANT
さん（左）とMARY ANNPROTZさん（右）
はハーフマラソン２位と３位になりました

紅葉の川口橋を進むランナー井ノ口橋は多くのランナーの足取りで揺
れていました

2005 いびがわマラソン

西平給水所を通過するランナー
夕日谷給水所の軽食でスタミナ補給

揖斐峡大橋を過ぎ揖斐川右岸をゴー
ルへ向かう

川口橋給水所付近では給水ボランティ
ア、応援の方々がランナーを励ます

ゴールした選手たち 揖斐川町中央公民館のギャラリーもマラ
ソン一色 ゴールした選手たちを待つ表彰会場

（揖斐川町中央公民館）

女子フルマラソン準優勝の太田容子さん
来年のセントジョージマラソンに招待
されます

男子フルマラソン優勝の藤牧浩司さん
来年のセントジョージマラソンに招待さ
れます

IBIGAWA 2005 DECEMBER3
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大
会
を
支
え
た
多
く
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

　

当
日
の
マ
ラ
ソ
ン
コ
ー
ス
や
開
閉
会
式
会
場
、
ス
タ
ー
ト
、
ゴ
ー
ル
地
点
で
は
、
い
た

る
と
こ
ろ
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方
々
の
姿
が
見
受
け
ら
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
事
前
の
準
備

や
当
日
の
交
通
規
制
の
案
内
、
沿
道
で
の
応
援
な
ど
多
く
の
皆
様
の
協
力
が
、
大
会
を
支

え
且
つ
盛
り
上
げ
る
原
動
力
と
な
り
ま
し
た
。
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

主
催
■　
揖
斐
川
町
、
中
日
新
聞
社

主
管
■　
西
濃
地
区
陸
上
競
技
協
会

後
援
■　

岐
阜
県
、
岐
阜
県
教
育

委
員
会
、（
財
）岐
阜
県
体
育
協
会
、

岐
阜
陸
上
競
技
協
会
、
揖
斐
郡
町

村
会
、
揖
斐
郡
体
育
協
会

協
力
■　

岐
阜
県
警
察
本
部
、
揖

斐
警
察
署
、
揖
斐
地
区
交
通
安
全

協
会
、
揖
斐
郡
消
防
組
合
消
防
本

部
、
岐
阜
県
ス
ポ
ー
ツ
ド
ク
タ
ー

協
議
会
、
揖
斐
川
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク

ラ
ブ
、
セ
イ
コ
ー（
株
）　

ほ
か

ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
協
賛
■　

（
財
）田
口
福
寿
会
、

西
濃
建
設（
株
）、

（
株
）ヤ
ナ
ゲ
ン

い
び
が
わ
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
ナ
ン
バ

ー
カ
ー
ド
協
賛
■　

西
濃
信
用
金
庫

協
賛
■　

（
有
）揖
斐
川
清
掃

イ
ビ
デ
ン（
株
）

（
社
）揖
斐
建
設
業
協
会

（
株
）東
神
電
気
揖
斐
川
工
場

大
垣
共
立
銀
行

富
士
電
機
産
業（
株
）

谷
汲
カ
ン
ト
リ
ー
ク
ラ
ブ

徳
山
ダ
ム
建
設
関
連
工
事
施
工
業

者
連
絡
協
議
会

ほ
か　

子どもから高齢者まで参加者も様々ゴール後のけんちん汁の味も格別です

ランナーを先導する白バイ隊

横断幕での応援

ライオンオアシス（久瀬公民館前）

ごみボランティア（揖斐川町中央公民館）

万全の準備でランナーを待つ給水所
（久瀬保育園前）

選手を力づける権現太鼓
（藤橋国保診療所前）

ウォーキングの参加賞の北海道芽室町産
のジャガイモ

いびがわウォーキング 約１２００人の参加がありました。
どうもありがとうございました。
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氏　名

山口　尚志
細野　康隆
所　　大樹
井口　義信
小寺　博文
新川　勇夫
高田　清隆
若園　敏朗
河崎　和哲
小石三千秋
菅原　知成
高橋富士夫
川地　　悟
松井　俊二
末村　芳久
川島　光彦
細野　道秋
広瀬　法昭
粟野　一男
松井　直紀
林　　守人
片淵　　章
河瀬九十九
松木　浩志
藤田　茂樹
宮脇　恭顕
渡辺　正明
高橋　　豊

氏　名

竹中　明美
若原　友子
高橋　寿子
河瀬　洋子
土川由美子

氏　名

細野　　真
西田　知弘
鈴木　浩夫
小澤　　徹
杉本栄五郎
堀部　秀治
田中　伸幸
片倉　久一
中川　浩美
高橋　孝彦
中村　　勲
高橋　豊和
土屋　正弘
水野　光彦
末村　直也
麥島　昭彦
神原　利幸
豊田　武士
細野　正美
渡辺　正直
渡辺　行洋
細野　康彦
出村　　孝
高橋　弘郎
吉田　千尋
小林　勝一
折戸　浩治
野原　嘉人
小谷　和彦
馬場　好美
正村　勝吉
山本　幸一
松原　　隆
澤　　英和
橋本喜久雄
横山　陽一
岡崎　美文

平田　聖司
小森　昭人
吉田　孝敏
杉山　亮治
太田　滋久
田崎　　剛
坪井　寿紀
薮谷　孝司
山口　昌広
河合　文男
左近　重信
河瀬三千男
今村　浩樹
橋本　清誠
坪井　繁和

氏　名

高橋千代子
矢野万里子
松井　奈穂
高橋亜由美
林　 み さ
小寺　実紀
四井　重子
立川　喜代
小椋ますみ
水野　彰子

地　区

(上南方)
( 和田 )
(谷汲高科)
( 市場 )
(　 永 )
( 市場 )
( 黒田 )
( 三輪 )
( 新宮 )
( 上野 )
( 房島 )
( 日坂 )
( 三輪 )
(谷汲長瀬)
( 三輪 )
(谷汲徳積)
( 和田 )
(外津汲)
( 房島 )
(　 永 )
( 北方 )
( 三輪 )
( 北方 )
( 三輪 )
(谷汲有鳥)
( 北方 )
( 岡 )
(　 永 )

地　区

( 新宮 )
(上南方)
( 日坂 )
( 北方 )
( 上野 )

地　区

(上ミ野)
( 和田 )
( 新宮 )
( 黒田 )
( 乙原 )
(極楽寺)
( 三輪 )
(上南方)
(極楽寺)
( 乙原 )
(下岡島)
( 三輪 )
(上南方)
( 上野 )
( 三輪 )
(坂内広瀬)
( 三輪 )
( 北方 )
( 新宮 )
( 三輪 )
(　 永 )
(上ミ野)
( 三輪 )
(春日美束)
( 北方 )
( 房島 )
( 北方 )
(　 永 )
( 北方 )
( 上野 )
( 前島 )
(谷汲岐礼)
( 小島 )
(　 永 )
( 三輪 )
(谷汲徳積)
(極楽寺)

( 上野 )
( 小野 )
( 北方 )
( 三輪 )
( 三輪 )
( 三輪 )
( 三輪 )
( 三輪 )
( 三輪 )
( 新宮 )
(極楽寺)
( 新宮 )
(上南方)
(極楽寺)
(　 永 )

地　区

( 新宮 )
( 三倉 )
(　 永 )
( 清水 )
( 北方 )
( 小島 )
( 小島 )
( 上野 )
( 新宮 )
( 上野 )

記　録

3:07:51
3:34:31
3:37:31
3:37:54
3:54:51
3:55:38
3:56:52
3:59:00
4:02:45
4:03:29
4:19:48
4:26:14
4:30:32
4:33:14
4:35:26
4:35:57
4:44:28
4:49:36
4:51:24
4:53:20
4:53:54
4:55:24
4:55:46
4:57:18
4:57:23
4:58:17
4:59:03
4:59:31

記　録

4:29:34
4:35:38
4:47:39
4:53:35
4:58:53

記　録

1:32:53
1:36:39
1:40:31
1:40:39
1:41:29
1:41:51
1:41:55
1:42:14
1:45:44
1:48:07
1:49:00
1:49:39
1:50:08
1:50:34
1:50:41
1:51:00
1:51:36
1:53:28
1:57:25
1:57:32
2:01:50
2:03:16
2:05:00
2:05:42
2:06:35
2:07:10
2:07:11
2:07:53
2:08:03
2:08:45
2:11:06
2:11:08
2:12:25
2:12:46
2:12:57
2:14:45
2:15:30

2:15:37
2:15:47
2:16:57
2:17:04
2:17:14
2:17:56
2:18:22
2:20:04
2:20:53
2:21:47
2:22:56
2:23:56
2:24:23
2:26:42
2:29:51

記　録

1:48:51
1:51:21
1:57:04
2:12:13
2:12:53
2:14:44
2:16:38
2:26:58
2:27:17
2:28:35

部門順位

117
443
494
501
895
921
950
1009
1067
1072
1415
1554
1640
1688
1734
1744
1918
2012
2045
2092
2109
2149
2159
2198
2200
2215
2239
2249

部門順位

160
173
204
218
226

部門順位

103
150
229
230
244
251
252
260
328
378
391
407
425
438
443
454
471
525
667
673
829
864
910
930
961
984
985
1000
1006
1024
1076
1077
1106
1115
1118
1153
1166

1167
1170
1188
1191
1198
1208
1213
1248
1263
1282
1298
1313
1319
1346
1387

部門順位

41
53
90
193
199
216
231
299
300
307

《男子フルマラソン》 《男子ハーフマラソン》

《女子フルマラソン》

《女子ハーフマラソン》

町内からも 95 人のランナーが完走されました。

《男子フルマラソン》
藤牧　浩司（富山県）2:30:34
《女子フルマラソン》
宗宮麻樹子（岐阜県）2:54:28

《男子ハーフマラソン》
谷口　幸治（岐阜県）1:08:52
《女子ハーフマラソン》
梅山　里香（三重県）1:19:41

各部門優勝者

Ｐ

Ｐ

Ｐ
Ｐ

Ｐ ※Ｐはフルマラソンペースランナー



IBIGAWA 2005 DECEMBER 6IBIGAWA 2005 DECEMBER7

　

こ
の
ほ
ど
久
瀬
花
き
生
産
組
合
が
、
平
成
十
七
年
度

農
山
漁
村
い
き
い
き
シ
ニ
ア
活
動
表
彰
・
農
村
地
域
部

門
（
生
産
活
動
部
門
）
優
良
賞
お
よ
び
岐
阜
県
農
林
水

産
オ
リ
ベ
賞
（
部
門
賞
）
を
受
賞
し
ま
し
た
。

　

十
月
二
十
四
日
（
月
）
に
久
瀬
花
き
生
産
組
合
の
代

表
者
が
宗
宮
町
長
を
訪
れ
、
受
賞
の
報
告
を
行
い
ま
し

た
。
久
瀬
花
き
生
産
組
合
は
休
耕
田
な
ど
を
利
用
し
て

小
菊
な
ど
の
生
産
を
行
っ
て
い
ま
す
。
最
近
で
は
「
く

ぜ
朝
市
」
に
も
小
菊
を
出
品
し
好
評
を
得
て
い
ま
す
。

宗
宮
町
長
は
「
揖
斐
川
町
の
新
た
な
特
産
品
と
し
て
育

て
て
く
だ
さ
い
。」
と
激
励
し
ま
し
た
。

　

ま
た
同
日
、
先
日
「
豊
か
な
む
ら
づ
く
り
全
国
表
彰
」

で
農
林
水
産
大
臣
賞
を
受
賞
し
た
桂
地
区
の
代
表
者
が

宗
宮
町
長
へ
受
賞
の
報
告
を
し
ま
し
た
。

　

十
月
二
十
二
日
、
二
十
三
日
に
岐
阜
県
庁
周
辺
で
行

わ
れ
た
岐
阜
県
農
業
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
に
お
い
て
「
健

康
に
よ
い
食
品
づ
く
り
コ
ン
ク
ー
ル
」
の
表
彰
式
が
行

わ
れ
、
菖
蒲
谷
牧
場　

山
川
房
子
さ
ん
の
『
美
濃
い
び

茶
け
ん
と
ん
ソ
ー
セ
ー
ジ
』
が
全
国
農
業
協
同
組
合
連

合
会
岐
阜
県
本
部
会
長
賞
に
入
賞
さ
れ
ま
し
た
。

　

山
川
さ
ん
は
岐
阜
県
が
誇
る
ブ
ラ
ン
ド
豚
肉
〞
け
ん

と
ん
〞
を
使
い
、
町
特
産
の
美
濃
い
び
茶
の
茶
葉
と
飲

む
お
茶
と
生
葉
を
入
れ
た
ソ
ー
セ
ー
ジ
を
出
品
さ
れ
ま

し
た
。
今
回
の
受
賞
は
オ
リ
ジ
ナ
ル
性
と
お
茶
で
ア
ク

セ
ン
ト
を
与
え
た
点
を
評
価
さ
れ
た
も
の
で
す
。

　

こ
の
商
品
は
、
豚
肉
の
タ
ン
パ
ク
質
、
お
茶
の
ビ
タ

ミ
ン
、
カ
テ
キ
ン
、
皮
の
コ
ラ
ー
ゲ
ン
な
ど
、
多
く
の

栄
養
健
康
成
分
を
含
ん
で
い
ま
す
。
今
後
は
日
曜
日
に

粕
川
ふ
れ
あ
い
市
場
で
販
売
さ
れ
ま
す
。

健
康
�
�
�
食
品
�
�
�
�
�
�
�
�

山
川
�
�
�
入
賞

������������
　

十
月
一
、二
日
に
ド
イ
ツ
の
ハ
レ
市
で
開
か

れ
た
フ
ェ
ン
シ
ン
グ
の
「
ケ
ー
ニ
ヒ
杯
国
際

大
会
」
に
出
場
さ
れ
た
川
村
理
紗
さ
ん
（
養

基
小
）
が
六
位
に
入
賞
し
、
町
長
へ
報
告
に

訪
れ
ま
し
た
。

　

日
本
と
は
年
齢
の
部
門
分
け
が
異
な
り
、

年
上
の
選
手
と
戦
わ
な
け
れ
ば
な
ら
ず
苦
戦

さ
れ
た
よ
う
で
す
が
、
立
派
な
成
績
で
す
。

　

宗
宮
町
長
は
、「
国
際
大
会
で
も
精
一
杯
戦

え
た
こ
と
と
思
い
ま
す
。
こ
の
経
験
の
積
み

重
ね
を
糧
に
し
て
こ
れ
か
ら
も
頑
張
っ
て
く

だ
さ
い
。」
と
健
闘
を
称
え
ま
し
た
。

　

川
村
さ
ん
は
、「
中
学
生
に
な
っ
て
も
全
国

大
会
で
勝
っ
て
、
来
年
も
国
際
大
会
に
出
た

い
で
す
。」
と
今
後
の
抱
負
を
語
り
ま
し
た
。

　

今
後
の
川
村
さ
ん
の
ご
健
闘
を
お
祈
り
し

ま
す
。

　

十
月
三
十
一
日
（
月
）、「
献
血
感
謝
の
集
い
」

に
お
い
て
、「
献
血
に
寄
せ
る
短
歌
」
で
揖
斐

川
町
か
ら
仲
井
智
子
さ
ん
、
宗
宮
め
ぐ
み
さ

ん
、
中
野
治
さ
ん
が
佳
作
に
選
ば
れ
ま
し
た
。

　
「
献
血
に
寄
せ
る
短
歌
」
は
岐
阜
県
、
岐
阜

県
献
血
推
進
協
議
会
、
岐
阜
県
赤
十
字
血
液

セ
ン
タ
ー
が
募
集
し
、
献
血
へ
の
熱
い
思
い

を
込
め
た
五
二
二
首
の
応
募
が
あ
り
、
そ
の

中
か
ら
大
賞
一
点
、
入
選
二
点
、
佳
作
五
点

が
選
ば
れ
ま
し
た
。

　

報
告
に
訪
れ
た
仲
井
さ
ん
、
中
野
さ
ん
も

こ
れ
ま
で
多
く
の
献
血
を
行
っ
て
お
り
、
中

野
さ
ん
の
胸
に
は
献
血
回
数 

百
回
以
上
の
金

色
有
功
章
が
輝
い
て
い
ま
し
た
。

　

入
選
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

活
力
�
�
�
農
業

�
�
�
�
�
�
国
際
大
会
�
入
賞

�
献
血
�
寄
�
�
短
歌
�
佳
作
入
選

久瀬花き生産組合の皆さん
おめでとうございます表彰を受ける山川さん

佳作に選ばれ報告に訪れた中野さんと仲井さん ６位入賞された川村さん

桂地区の皆さん
おめでとうございます
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十
月
三
十
日
（
日
）、
第
二
十
六
回
揖
斐
川
町
消
防
教

練
会
が
市
場
グ
ラ
ウ
ン
ド
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
大

会
は
、
消
防
団
員
の
厳
正
な
規
律
の
確
立
を
図
る
こ
と
を

目
的
と
し
て
、
各
個
訓
練
と
舞
台
訓
練
を
行

う
も
の
で
す
。

　

大
会
に
は
、
消
防
関
係
者
や
応
援
に
駆
け

つ
け
た
方
な
ど
多
く
集
ま
り
、
出
場
し
た
揖

斐
川
町
揖
斐
川
消
防
団
の
七
つ
の
小
隊
は
日

頃
の
訓
練
の
成
果
を
発
揮
し
て
、
迅
速
な
動

き
を
見
せ
ま
し
た
。

　

大
会
の
結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。

優
勝　
　
　

揖
斐
分
団

準
優
勝　
　

小
島
分
団

三
位　
　
　

大
和
分
団

最
優
秀
指
揮
者
賞　

小
川
雅
人
（
揖
斐
分
団
）

優
秀
指
揮
者
賞　
　

成
瀬　

勲
（
揖
斐
分
団
）

　

〃　
　
　
　
　
　

若
原
利
文
（
清
水
分
団
）

　

〃　
　
　
　
　
　

今
村
浩
樹
（
大
和
分
団
）

優
秀
小
隊
賞　
　
　

大
和
分
団

　

〃　
　
　
　
　
　
　

永
分
団

　

十
一
月
三
日
文
化
の
日
に
、
坂
内
小
中
学
校
が
「
第

二
十
七
回
岐
阜
県
ユ
ネ
ス
コ
青
少
年
グ
ラ
ン
プ
リ 

特
別

賞
」
を
受
賞
し
ま
し
た
。
本
年
度
は
県
下
で
六
校
が
受
賞
。

そ
の
う
ち
の
一
校
に
坂
内
小
中
学
校
が
選
ば
れ
ま
し
た
。

当
日
は
、
岐
阜
県
ユ
ネ
ス
コ
協
会
の
副
会
長
石
原
典
子
さ

ん
ら
三
名
が
来
校
さ
れ
、
表
彰
状
を
贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
受
賞
は
、
児
童
生
徒
に
よ
る
『
夜
叉
ヶ
池
伝
説
道

中
祭
り
へ
の
積
極
的
な
参
加
、
一
五
募
金
（
い
ち
ご
ぼ
き

ん
）』
な
ど
に
よ
る
諸
活
動
が
、
学
校
と
地
域
と
一
体
と

な
り
、
ふ
れ
あ
い
と
絆
を
い
っ
そ
う
深
め
て
い
く
活
動
と

し
て
評
価
さ
れ
た
も
の
で
す
。
今
後
も
さ
ら
に
充
実
し
た

活
動
に
な
る
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。

このページではみなさまからの情報をお待ちしています。
身近な地域の出来事・話題を揖斐川町役場総務課人事広報係、または各振興事務所振興課振興係までお寄せください。

　

十
月
二
十
二
日（
土
）、
北
方
の
細
野
治
太
郎
さ

ん
が
百
歳
の
誕
生
日
を
迎
え
ら
れ
ま
し
た
。
ま
た

十
月
十
四
日（
金
）
に
三
輪
の
清
水
き
ぬ
ゑ
さ
ん

が
、
十
月
二
十
一
日（
金
）に
北
方
の
野
田
よ
志
ゑ

さ
ん
が
九
十
五
歳
の
誕
生
日
を
迎
え
ら
れ
ま
し
た
。

　

長
寿
の
秘
訣
を
尋
ね
る
と
細
野
さ
ん
は
、「
息

子
の
お
嫁
さ
ん
の
世
話
の
お
か
げ
」
と
話
さ
れ

ま
し
た
。
ま
た
、
食
事
は
三
食
と
り
牛
乳
と
卵

は
欠
か
さ
な
い
そ
う
で
す
。
清
水
さ
ん
は
、「
毎

日
ぶ
ど
う
酒
を
飲
ん
で
い
る
こ
と
と
、
折
鶴
を

折
っ
た
り
し
て
手
を
動
か
す
よ
う
に
し
て
い
る

こ
と
。」
と
話
さ
れ
ま
し
た
。
野
田
さ
ん
は
、
デ

イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
で
歌
を
歌
っ
た
り
い
ろ

い
ろ
な
刺
激
を
受
け
、
悩
ま
ず
明
る
く
過
ご
し

て
い
る
そ
う
で
す
。

　

こ
れ
か
ら
も
健
康
に
気
を
つ
け
、
お
元
気
で

長
生
き
し
て
く
だ
さ
い
。

　

十
月
二
十
二
日
（
土
）、
揖
斐
川
町
中
央
公
民

館
に
お
い
て
平
成
十
八
年
一
月
二
十
七
日
か
ら

二
月
四
日
ま
で
の
九
日
間
、
ア
メ
リ
カ
・
ユ
タ
州

セ
ン
ト
ジ
ョ
ー
ジ
市
と
の
交
流
事
業
に
派
遣
さ

れ
る
生
徒
の
認
定
書
交
付
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

揖
斐
川
中
、
北
和
中
、
谷
汲
中
の
八
人
の
生

徒
が
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
や
学
校
訪
問
な
ど
を
行
い
、

交
流
を
深
め
て
き
ま
す
。

　

派
遣
団
の
皆
さ
ん
は
「
自
分
の
力
を
試
し
た

い
」、「
多
く
の
こ
と
を
学
ん
で
き
た
い
」
と
希

望
を
胸
に
認
定
書
を
受
け
取
り
ま
し
た
。

　

ま
た
十
一
月
八
日
か
ら
十
五
日
の
間
、
町
に

セ
ン
ト
ジ
ョ
ー
ジ
市
の
生
徒
が
訪
れ
ま
す
。

　

派
遣
団
の
皆
さ
ん
が
町
の
代
表
と
し
て
素
晴

ら
し
い
交
流
が
で
き
る
こ
と
を
願
い
ま
す
。

100 歳を迎えられた
細野さんおめでとう
ございます

認定書の交付を受ける派遣団の皆さん

消
防
教
練
会
開
催

�
長
寿
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
市
�
生
徒
交
流

坂
内
小
中
学
校�

第
二
十
七
回
岐
阜
県
�
�
�
�

青
少
年
�
�
�
�
�
�
特
別
賞
�
受
賞

表彰を受けた坂内小中学校

優勝された揖斐分団

野田さんおめでとうございます 清水さんおめでとうございます
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十
月
一
六
日
（
日
）、「
春
日
モ
リ
モ
リ
ま
つ
り
」

が
か
す
が
モ
リ
モ
リ
村
特
設
会
場
に
お
い
て
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
す
ば
ら
し
い
天
候
に
恵
ま
れ
、
午

前
七
時
か
ら
秋
の
味
覚
な
ど
を
そ
ろ
え
た
春
日

特
産
物
朝
市
も
同
時
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

健
康
体
操
、
か
す
が
保
育
園
の
園
児
、
春
日

小
中
学
校
の
児
童
生
徒
の
歌
や
踊
り
な
ど
が
披

露
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
よ
さ
こ
い
ソ
ー
ラ
ン
、

郷
土
芸
能
の
太
鼓
踊
り
な
ど
に
よ
り
会
場
を
盛

り
上
げ
ま
し
た
。

　

最
後
に
「
餅
ま
き
み
こ
し
」
や
仮
装
行
列
に

よ
る
会
場
内
の
練
り
歩
き
と
幸
運
の
も
ち
ま
き

が
行
わ
れ
、
多
く
の
方
々
が
楽
し
い
ひ
と
時
を

過
ご
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
「
春
日
モ
リ
モ
リ
ま
つ
り
」
は
岐
阜
県
イ
ベ
ン
ト

振
興
基
金
の
助
成
を
受
け
て
い
ま
す
。

　

十
月
十
六
日
（
日
）、
揖
斐
高
原
貝
月
リ
ゾ
ー

ト
に
お
い
て
「
２
０
０
５
瀬
音
ま
つ
り
」
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

　

ス
テ
ー
ジ
で
は
、
保
育
園
児
に
よ
る
鼓
笛
隊

演
奏
、
中
学
生
に
よ
る
コ
ー
ラ
ス
、
よ
さ
こ
い

な
ど
の
ほ
か
、
三
倉
の
太
鼓
踊
な
ど
の
伝
統
芸

能
も
披
露
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
オ
ユ
ン
ナ
さ
ん

と
モ
ン
ゴ
ル
国
立
民
族
歌
舞
団
の
公
演
が
あ
り
、

山
間
の
ス
テ
ー
ジ
は
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

　

当
日
は
天
候
に
恵
ま
れ
、
多
く
の
家
族
連
れ

な
ど
が
さ
わ
や
か
な
揖
斐
高
原
で
秋
の
一
日
を

楽
し
み
ま
し
た
。

　

こ
の
「
２
０
０
５
瀬
音
ま
つ
り
」
は
岐
阜
県
イ
ベ
ン
ト

振
興
基
金
の
助
成
を
受
け
て
い
ま
す
。

第
五
回�

春
日
�
�
�
�
�
�
�
開
催

餅まきなどで盛り上がりました

瀬
音
�
�
�
開
催

揖斐高原でさまざまなステージが繰り広げられました

　

十
月
十
五
日
（
土
）・
十
六
日
（
日
）、
揖

斐
川
町
中
央
公
民
館
大
ホ
ー
ル
に
て
、
揖
斐

川
町
合
併
記
念
文
化
フ
ェ
ス
タ
と
し
て
、
オ

ペ
レ
ッ
タ
「
夜
叉
ヶ
池
・
八
丈
岩
物
語
」
が

上
演
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
オ
ペ
レ
ッ
タ
は
、
町
文
化
協
会
の
協

力
に
よ
り
、
町
民
が
主
体
と
な
っ
て
創
り
上

げ
ま
し
た
。

　

揖
斐
の
雨
乞
い
伝
説
「
夜
叉
ヶ
池
」
を
も

と
に
、
歌
や
踊
り
を
組
み
合
わ
せ
た
舞
台
が

披
露
さ
れ
、
来
場
者
を
魅
了
し
ま
し
た
。

　

十
月
二
日
（
日
）、谷
汲
農
園
に
お
い
て
「
さ

つ
ま
い
も
収
穫
祭
」
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
家

族
連
れ
が
訪
れ
、
大
き
く
実
っ
た
さ
つ
ま
い

も
を
掘
り
ま
し
た
。

　

こ
の
収
穫
祭
は
、
農
業
体
験
の
少
な
い
親
子

を
対
象
に
オ
ー
ナ
ー
を
募
り
、
収
穫
作
業
を
体

験
し
て
も
ら
う
行
事
で
す
。
ま
た
焼
き
い
も
、

蒸
か
し
い
も
、
大
学
い
も
な
ど
掘
り
た
て
の

さ
つ
ま
い
も
が
振
舞
わ
れ
、
味
覚
の
秋
を
堪

能
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
か
ら
も
農
業
体
験
を
し
て
も
ら
う
た

め
に
、
休
耕
田
な
ど
を
利
用
し
て
、
春
、
秋

に
農
作
物
の
収
穫
を
行
い
ま
す
。
地
域
の
皆

さ
ん
の
参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

揖
斐
川
町
合
併
記
念
文
化
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
夜
叉
�
池
�
八
丈
岩
物
語
�

上
演

谷
汲
農
園
�
�
�
�
�
収
穫
祭

町民が創り上げたオペレッタの様子大きなさつまいもが掘れました

オ
ー
ナ
ー
農
園
に
関
す
る
お
問
合
せ
は
、

谷
汲
振
興
事
務
所
基
盤
整
備
二
課
（
Ｔ
Ｅ
Ｌ

５
５―

２
１
１
１
）
ま
で
お
尋
ね
く
だ
さ
い
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十
月
二
十
三
日
（
日
）、
揖
斐
川
沿
い
の
岡
島
橋
周
辺

に
お
い
て
、
川
と
海
の
ク
リ
ー
ン
大
作
戦
が
行
わ
れ
ま

し
た
。

　

当
日
は
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
、
小
中
学
生
、
町
職
員
な
ど

多
く
の
参
加
者
が
集
ま
り
、
堤
防
や
河
川
敷
に
捨
て
ら

れ
た
空
き
缶
、
ビ
ン
な
ど
の
ゴ
ミ
を
拾
い
ま
し
た
。

　

美
し
く
安
心
し
て
利
用
で
き
る
水
辺
を
、
子
ど
も
た

ち
に
受
け
継
ぐ
た
め
に
、
ゴ
ミ
を
捨
て
な
い
、
捨
て
さ

せ
な
い
心
を
育
む
た
め
に
こ
の
活
動
は
行
わ
れ
て
い
ま

す
。
い
つ
ま
で
も
き
れ
い
な
川
を
保
ち
ま
し
ょ
う
。

　

十
一
月
六
日
（
日
）、「
秋
の
城
台
山
公
園
と
揖
斐
川

の
町
並
み
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
」
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

あ
い
に
く
の
天
気
と
な
り
ま
し
た
が
、
朝
九
時
よ
り

城
台
山
公
園
（
文
学
の
里
）
の
紅
葉
と
揖
斐
川
の
商
店

街
で
の
、
豚
汁
・
甘
酒
な
ど
の
お
も
て
な
し
を
受
け
な

が
ら
百
五
十
名
ほ
ど
が
参
加
し
、
木
々
の
紅
葉
の
自
然

が
い
っ
ぱ
い
の
六
・
六
㎞
を
楽
し
み
ま
し
た
。

　

十
月
二
十
二
日
（
土
）、
揖
斐
川
町
中
央
公
民
館
に

お
い
て
、
い
び
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
連
絡
協
議
会
設
立
総
会
が

開
か
れ
、
初
代
会
長
に
中
村
賀
久
氏
（
い
び
が
わ
ミ
ズ

み
ず
エ
コ
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
）
を
選
任
し
ま
し
た
。

　

い
び
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
連
絡
協
議
会
は
こ
の
地
域
に
事
務

所
を
置
く
十
の
Ｎ
Ｐ
Ｏ
団
体
と
行
政
、
企
業
、
住
民
が

協
働
し
、
広
く
ま
ち
づ
く
り
に
貢
献
す
る
こ
と
を
目
的

に
設
立
さ
れ
ま
し
た
。

　

そ
れ
ぞ
れ
の
Ｎ
Ｐ
Ｏ
団
体
や
住
民
、
行
政
が
連
携
し

て
、
よ
り
よ
い
ま
ち
づ
く
り
が
で
き
る
こ
と
が
期
待
さ

れ
ま
す
。

秋
�
城
台
山
公
園
�
揖
斐
川
�
町
並
�

�
�
�
�
�
�

　

十
月
二
十
九
日
（
土
）
午
前
九
時
四
十
分

か
ら
揖
斐
川
町
中
央
公
民
館
に
お
い
て
、
き

た
が
た
・
や
ま
と
・
い
び
・
き
よ
み
ず
・
お

じ
ま
幼
児
園
、
か
す
が
保
育
園
が
参
加
し
、

午
後
一
時
三
十
分
か
ら
谷
汲
サ
ン
サ
ン
ホ
ー

ル
に
お
い
て
谷
汲
・
長
瀬
・
久
瀬
・
藤
橋
・

坂
内
保
育
園
が
参
加
し
「
い
び
が
わ
ち
び
っ

こ
ま
つ
り
」
が
開
催
さ
れ
、
劇
団
飛
行
船
ミ

ニ
劇
場
「
赤
ず
き
ん
」
を
親
子
で
観
劇
し
ま

し
た
。

　

開
演
前
に
は
待
ち
き
れ
ず
は
し
ゃ
い
で
い

た
子
ど
も
た
ち
も
劇
が
始
ま
る
と
、
食
い
入

る
よ
う
に
観
て
い
ま
し
た
。
親
子
そ
ろ
っ
て

楽
し
い
時
間
が
過
ご
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

久
瀬
保
育
園
で
は
、
十
月
十
九
日
（
水
）
不

審
者
侵
入
を
想
定
し
て
の
、
園
近
隣
の
事
業
所

（
郵
便
局
、
開
発
セ
ン
タ
ー
、
久
瀬
振
興
事
務

所
住
民
福
祉
課
、
久
瀬
駐
在
所
）
の
協
力
を
得

て
の
総
合
実
施
訓
練
を
行
い
ま
し
た
。

　

久
瀬
振
興
事
務
所
職
員
が
不
審
者
を
装
い
保

育
園
に
侵
入
。
通
報
で
駐
在
所
や
各
事
業
所
か

ら
応
援
に
駆
け
つ
け
て
も
ら
い
ま
し
た
。

「
地
域
の
子
は
地
域
で
守
る
。
訓
練
は
、
園
児

の
安
全
を
守
る
職
員
の
も
の
」
と
、
お
巡
り
さ

ん
か
ら
指
導
を
受
け
ま
し
た
。

　

各
事
業
所
の
皆
さ
ん
、
ご
協
力
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。

川
�
海
�
�
�
�
�
大
作
戦

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
開
催

不
審
者
侵
入
�
避
難
訓
練

甘酒などが振舞われました

「赤ずきん」を観劇しました

御用

悪い人には気をつけて

�
�
�
�
�
法
人
連
絡
協
議
会
設
立

いつまでもきれいな川でありますように
設立記念会で講演する市來圭
ぎふNPOセンター事務局長
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こ
の
た
び
、
谷
汲
神
原
の
神
原
文
祐
さ
ん
が
十
月

三
十
一
日
で
保
護
司
を
退
任
さ
れ
、
こ
れ
ま
で
の
保

護
司
と
し
て
の
功
績
に
対
し
法
務
大
臣
よ
り
感
謝
状

を
授
与
さ
れ
ま
し
た
。

　

神
原
さ
ん
は
昭
和
五
十
二
年
十
一
月
一
日
か
ら

二
十
八
年
に
わ
た
り
更
生
活
動
を
通
じ
地
域
の
安
全

に
尽
く
さ
れ
ま
し
た
。
お
つ
か
れ
さ
ま
で
し
た
。

　

こ
の
た
び
坂
内
広
瀬
地
区
に
お
い
て
揖
斐
川
町

高
齢
者
住
宅
「
は
な
も
も
」
と
併
設
す
る
坂
内
国

保
診
療
所
が
完
成
し
、
十
一
月
六
日
（
日
）
に
竣

工
式
を
行
い
ま
し
た
。

　

こ
の
施
設
は
、
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
五
階
建
で
、

単
身
者
用
十
室
、
二
人
用
九
室
で
二
十
八
人
が
定

員
で
す
。

　

式
典
で
は
、
宗
宮
町
長
が
「
高
齢
者
に
対
す
る

や
さ
し
い
ま
ち
づ
く
り
で
町
と
し
て
先
進
的
な
取

り
組
み
の
ひ
と
つ
で
す
。
高
齢
者
福
祉
・
地
域
医

療
の
モ
デ
ル
ケ
ー
ス
に
な
る
よ
う
に
し
て
も
ら
い

た
い
。」
と
あ
い
さ
つ
し
ま
し
た
。

　

十
一
月
九
日
（
水
）、
谷
汲
名
礼
地
内
に
お
い
て
、

谷
汲
統
合
小
学
校
新
築
工
事
の
安
全
祈
願
祭
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

　

当
日
は
宗
宮
町
長
、
町
議
会
議
員
、
谷
汲
地
区

の
行
政
推
進
員
、
教
育
委
員
、
工
事
関
係
者
な
ど

が
参
加
さ
れ
ま
し
た
。

　

そ
こ
で
工
事
の
無
事
完
成
と
、
早
期
の
谷
汲
統

合
小
学
校
の
完
成
を
願
い
ま
し
た
。

高
齢
者
住
宅
�
�
�
�
�
��

�
�
�
�

坂
内
国
保
診
療
所
�
完
成

　

十
月
三
十
日
（
日
）
に
春
日
川
合
（
古
屋

地
区
）
の
さ
ざ
れ
石
公
園
に
お
い
て
、
さ
ざ

れ
石
の
保
護
、
保
存
を
目
的
と
し
た
「
日
本

さ
ざ
れ
石
の
会
」
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
こ
の

行
事
は
毎
年
十
月
二
十
七
日
を
「
さ
ざ
れ
石

愛
護
の
日
」
と
定
め
、
そ
の
日
に
近
い
日
曜

日
に
会
員
が
集
い
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

当
日
は
、
地
元
関
係
者
や
、
石
川
県
、
愛

知
県
な
ど
か
ら
約
八
十
名
の
方
々
が
参
加
さ

れ
、
春
日
小
宮
神
区
の
会
員
の
皆
さ
ん
が
作

ら
れ
た
注し

め
な
わ

連
縄
の
交
換
や
公
園
内
の
清
掃
、

さ
ざ
れ
石
の
会
総
会
を
行
い
、今
後
と
も
、「
君

が
代
」
の
基
に
な
っ
た
「
さ
ざ
れ
石
」
の
愛

護
に
努
め
る
こ
と
を
誓
い
合
い
ま
し
た
。

　

十
月
二
十
六
日
（
水
）、
秋
晴
れ
の
好
天
の

な
か
、
滋
賀
県
と
岐
阜
県
北
西
部
を
繋
ぐ
峠

の
頂
に
て
、
八
草
峠
ま
つ
り
実
行
委
員
会
に

よ
り
八
草
峠
地
蔵
尊
安
全
祈
願
法
要
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

　

八
草
峠
を
行
き
交
う
人
々
の
安
全
を
祈
願

し
、
峠
の
安
全
を
お
守
り
い
た
だ
い
た
お
地

蔵
様
に
感
謝
の
念
を
捧
げ
る
と
と
も
に
、
間

近
に
迫
る
厳
し
い
冬
の
間
を
心
安
ら
か
に
お

過
ご
し
い
た
だ
け
る
よ
う
、
参
列
者
共
々
手

を
合
わ
せ
ま
し
た
。
今
後
も
、
峠
か
ら
私
た

ち
を
見
守
っ
て
く
だ
さ
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

保
護
司
�
感
謝
状

�
�
�
石
愛
護
�
行
事
�
行
�
�
�

�
�
�

八
草
峠
地
蔵
尊
安
全
祈
願
法
要

竣工を祝いテープカット

谷
汲
統
合
小
学
校
安
全
祈
願
祭

神原さんおつかれさまでした

工事が無事に終わりますように
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健康　　　コーナーにこ
 にこ健康　　　コーナーにこ
 にこ健康　　　コーナーにこ
 にこ

平成18年度　健康診査等受診希望調査にご協力を

　平成１８年度（平成１８年４月１日から平成１９年３月３１日）
に、揖斐川町健康増進課が実施する１年分の健康診査などの受診
希望を、健康診査等受診希望調査票でお尋ねします。
　各健 ( 検 ) 診は、この調査票に基づき実施されますので、ご協
力をお願いします。記入もれがある場合は、健診などが受けられ
ませんので、記入の際は必ず本人が確認し、記入もれのないよう
に注意してください。

配　　布：　郵送にて１１月下旬にお届けいたします。
返信期限：　１２月２０日（火）まで
返信方法：　同封の返信用封筒にて郵送または保健センターへ
　　　　　　お届けください

　

第
６
回
揖
斐
川
町
議
会
臨
時
会
が
10
月
17

日
（
月
）
に
、
第
７
回
臨
時
会
が
11
月
１
日

（
火
）
に
開
催
さ
れ
、
次
の
と
お
り
議
決
さ

れ
ま
し
た
の
で
、
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

【
第
６
回
町
議
会
臨
時
会
】

◎
工
事
請
負
契
約
の
締
結
に
つ
い
て

　

左
記
の
工
事
に
つ
い
て
、
請
負
契
約
を
締

結
す
る
こ
と
が
議
決
さ
れ
ま
し
た
。

・
谷
汲
統
合
小
学
校
新
築
（
建
築
）
工
事

・
谷
汲
統
合
小
学
校
新
築
（
電
気
設
備
）
工
事

・
谷
汲
統
合
小
学
校
新
築
（
機
械
設
備
）
工
事

◎
消
防
団
活
動
服
他
購
入
契
約
の
締
結
に
つ

い
て

　

消
防
団
活
動
服
他
購
入
契
約
を
締
結
す
る

こ
と
が
議
決
さ
れ
ま
し
た
。

【
第
７
回
町
議
会
臨
時
会
】

◎
揖
斐
川
町
過
疎
地
域
自
立
促
進
計
画
の
策

定
に
つ
い
て

　

過
疎
地
域
自
立
促
進
特
別
措
置
法
の
規
定

に
よ
り
議
決
さ
れ
ま
し
た
。

◎
揖
斐
川
町
谷
汲
岐
礼
地
区
辺
地
総
合
整
備

計
画
の
策
定
に
つ
い
て

◎
揖
斐
川
町
谷
汲
高
科
地
区
辺
地
総
合
整
備

計
画
の
策
定
に
つ
い
て

　　

前
記
２
議
案
は
、
辺
地
等
に
係
る
公
共
的

施
設
の
総
合
整
備
の
た
め
の
財
政
上
の
特
別

措
置
等
に
関
す
る
法
律
の
規
定
に
よ
り
議

決
さ
れ
ま
し
た
。

議
会
活
動
報
告

議
会
活
動
報
告

３
日

３
日

７
日

17
日

19
日

24
日

24
日

31
日

１
日

10
日

第
４
回
ダ
ム
対
策
特
別
委
員
会

・
徳
山
ダ
ム
の
現
状
に
つ
い
て

第
11
回
議
会
全
員
協
議
会

・
ダ
ム
対
策
特
別
委
員
会
の
報
告
に

　

つ
い
て

第
11
回
議
会
運
営
委
員
会

・
第
６
回
町
議
会
臨
時
会
に
つ
い
て

第
６
回
揖
斐
川
町
議
会
臨
時
会

〜
20
日

揖
斐
川
町
議
会
議
員
研
修
会

・
福
岡
県
甘
木
市
寺
内
ダ
ム
等
視
察

第
12
回
議
会
全
員
協
議
会

・
過
疎
地
域
自
立
促
進
計
画
等
に
つ

　

い
て

第
12
回
議
会
運
営
委
員
会

・
第
７
回
町
議
会
臨
時
会
に
つ
い
て

第
６
回
下
水
道
特
別
委
員
会

・
合
併
浄
化
槽
整
備
事
業
等
に
つ
い
て

第
７
回
揖
斐
川
町
議
会
臨
時
会

第
５
回
ダ
ム
対
策
特
別
委
員
会

・
徳
山
ダ
ム
の
現
状
に
つ
い
て

10　

月

11　

月

揖
斐
川
町
議
会

臨
時
会
を
開
催

揖
斐
川
町
議
会

臨
時
会
を
開
催

議会だより議会だより

今月の献血

□期日　12月２日（金）
□時間　９時 30分～ 16時 30 分
□場所　揖斐川保健センター前
□種類　全献血

皆さんのあたたかいご協力をお待
ちしております。
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第
�
回
谷
汲
公
民
館
�
�
�
開
催
�

�

11
月
５
日
・
６
日
、
谷
汲
文
化
会
館
お

よ
び
サ
ン
サ
ン
ホ
ー
ル
に
お
い
て
、
第
１
回

谷
汲
公
民
館
ま
つ
り
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
年
は
住
民
自
身
の
手
で
公
民
館
ま
つ

り
を
作
り
上
げ
よ
う
と
実
行
委
員
長
を
は

じ
め
関
係
者
一
同
が
準
備
に
取
り
組
み
ま

し
た
。　
　

　

展
示
部
門
で
は
、
小
中
学
校
の
児
童
生

徒
・
文
化
サ
ー
ク
ル
・
老
人
ク
ラ
ブ
・
デ

イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
な
ど
か
ら
の
力
作

が
並
び
ま
し
た
。

　

舞
台
部
門
で
は
、

谷
汲
小
学
校
の
生
徒

に
よ
る
迫
力
の
あ
る

合
唱
や
、
一
般
の
皆

さ
ん
の
熱
の
こ
も
っ

た
歌
、
踊
り
、
楽
器

演
奏
な
ど
、
日
ご
ろ
の
練
習
の
成
果
を
存
分

に
発
揮
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
初
め
て
試
み
た
食
品
や
陶
磁
器

な
ど
の
バ
ザ
ー
も
好
評
で
、
ま
つ
り
の
雰

囲
気
を
大
い
に
盛
り
上
げ
ま
し
た
。

春
日
文
化
祭
開
催
�

　

10
月
30
日
、
春
日
文
化
祭
が
春
日
振
興

事
務
所
に
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

振
興
事
務
所
５
階

大
ホ
ー
ル
で
は
、
文

化
ク
ラ
ブ
に
よ
る
民

謡
、
舞
踊
、
歌
謡
、

大
正
琴
、
コ
ー
ラ
ス

な
ど
が
披
露
さ
れ
、

積
み
重
ね
て
き
た

練
習
の
成
果
を
発
揮
し
ま
し
た
。
ま
た
、

日
赤
奉
仕
団
の
皆
さ
ん
に
よ
り
活
動
の
様

子
が
大
変
ユ
ニ
ー
ク
な
寸
劇
に
て
紹
介
さ

れ
、
会
場
を
盛
り
上
げ
ま
し
た
。

  

作
品
展
示
で
は
、
ど
れ
も
質
の
高
い
作

品
が
並
び
ま
し
た
。
山
鳩
句
会
、
春
日
小

中
学
校
の
皆
さ
ん
、
保
育
園
保
護
者
会
、

デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
、
春
日
地
区
町

民
か
ら
の
出
品
、
愛
知
県
春
日
町
か
ら
の

交
流
作
品
な
ど
の
出
品
が
あ
り
ま
し
た
。

　

ほ
か
に
も
茶
道
ク
ラ
ブ
が
お
茶
席
も
行

い
、
来
場
者
の
方
か
ら
大
変
好
評
を
得
ま

し
た
。

久
瀬
地
区
文
化
祭�

開
催
�

　

11
月
５
日
・
６
日
の
２
日
間
に
わ
た
り

久
瀬
中
学
校
体
育
館
に
お
い
て
久
瀬
地
区

文
化
祭
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
ス
テ
ー
ジ

発
表
で
は
今
年
度
は
じ
め
て
保
育
園
児
の

発
表
が
あ
り
ま
し
た
。
手
話
を
し
な
が
ら

歌
を
歌
う
な
ど
、
か
わ
い
ら
し
い
発
表
で

し
た
。
ま
た
発
足
し
た
ば
か
り
の
『
や
ま
び

こ
雅
』
の
皆
さ
ん
に

よ
る
「
よ
さ
こ
い
」

で
は
、
練
習
を
始
め

て
ま
も
な
い
と
は
思

え
な
い
く
ら
い
の

堂
々
と
し
た
演
技
で

し
た
。
ほ
か
に
も
民

謡
・
ハ
ー
モ
ニ
カ
な
ど
の
発
表
が
あ
り
ま

し
た
。

　

作
品
展
示
で
は
、
水
墨
画
や
書
道
や
生

花
な
ど
の
力
作
が
そ
ろ
い
ま
し
た
。
文
化

祭
の
発
表
や
作
品
展
示
の
鑑
賞
に
は
多
く

の
方
の
参
加
が
あ
り
、
盛
況
の
う
ち
に
終

了
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

藤
橋
地
区
文
化
祭
開
催
�

　

10
月
30
日
、
藤
橋
小
中
学
校
に
お
い
て

藤
橋
地
区
文
化
祭
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

午
前
中
は
藤
橋
小
中
学
校
の
学
習
発
表

会
、
午
後
は
一
般
の
部
の
ス
テ
ー
ジ
発
表

と
、
住
民
に
よ
る
手
作
り
の
文
化
祭
が
立

派
に
で
き
あ
が
り
ま
し
た
。

　

小
学
生
全
校
生
徒
（
12
名
）
に
よ
る
劇

で
は
、
全
員
が
思
い
っ
き
り
の
演
技
で
会

場
に
笑
い
と
感
動
を
生
み
だ
し
、
中
学
生

の
学
年
別
発
表
で
は
そ
れ
ぞ
れ
の
学
習
の

成
果
を
、
プ
レ
ゼ
ン
に
よ
る
発
表
、
合
唱

と
合
奏
、
英
語
劇
と
い
う
形
で
堂
々
と
披

露
し
ま
し
た
。

　

午
後
の
一
般
の
部
は
「
伝
え
よ
う
、
守

ろ
う
、
藤
橋
の
良
き
文
化
を
！
」
の
テ
ー

マ
の
下
で
こ
れ
ま
で

の
生
涯
学
習
活
動
の

成
果
を
展
示
と
ス
テ

ー
ジ
で
披
露
し
合
い

ま
し
た
。
テ
ー
マ
に

ふ
さ
わ
し
く
、
藤
橋

地
区
に
昔
か
ら
伝
わ

る
子
守
歌
を
披
露
す
る
グ
ル
ー
プ
や
、
ト

ー
ン
チ
ャ
イ
ム
に
よ
っ
て
合
奏
を
披
露
す

る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
を

中
心
と
し
た
コ
ー
ラ
ス
団
体
の
発
表
と
内

容
も
盛
り
だ
く
さ
ん
で
、
地
域
に
あ
る
豊

か
な
文
化
を
確
か
め
合
っ
た
思
い
出
深
い

１
日
と
な
り
ま
し
た
。

坂
内
文
化
祭
開
催
�

　

11
月
３
日
、
坂
内
小
中
学
校
体
育
館
に

お
い
て
『
坂
内
文
化
祭
』
が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。
会
場
に
は
あ
い
に
く
の
雨
に
も
か

か
わ
ら
ず
３
０
０
名
を
超
え
る
来
場
者
が

あ
り
小
中
学
校
の
作
品
や
劇
、
文
化
サ
ー

ク
ル
や
有
志
の
作
品
や
舞
台
発
表
を
熱
心

に
見
入
り
ま
し
た
。

　
「
元
気
！
さ
か
う
ち
、
守
ろ
う
、
創
ろ

う
、
つ
な
ご
う
文
化
」
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
の

下
、
文
化
部
会
と
文
化
サ
ー
ク
ル
協
議
会

に
よ
り
構
成
さ
れ
た
文
化
祭
実
行
委
員
会

で
準
備
を
重
ね
、
地
区
内
の
各
団
体
や
個

人
が
日
ご
ろ
の
生
涯
学
習
の
取
り
組
み
な

ど
の
成
果
を
思
う
存

分
披
露
で
き
る
よ
う

な
環
境
づ
く
り
を
目

指
し
て
き
ま
し
た
。

　

冬
の
到
来
を
予

感
さ
せ
る
よ
う
な

肌
寒
い
１
日
と
な

り
ま
し
た
が
、
会
場
内
は
大
い
に
盛
り
上

が
り
、
坂
内
公
民
館
ス
タ
ー
ト
の
記
念
す

べ
き
年
に
ふ
さ
わ
し
い
文
化
祭
と
な
り
ま

し
た
。

健
康･

栄
養
相
談
�
体
力
測
定
�
�
案
内

　

健
康
や
運
動
に
つ
い
て
の
疑
問
や
相
談

を
専
門
家
に
よ
り
個
人
ア
ド
バ
イ
ス
い
た

し
ま
す
。

　

お
気
軽
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

■
日　

時　

12
月
15
日
（
木
）

　
　
　
　
　

午
後
６
時
〜
９
時

■
場　

所　

揖
斐
川
健
康
広
場

　
　
　
　
　

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
ル
ー
ム

■
費　

用　

無
料

■
内　

容　

保
健
師
に
よ
る
健
康
相
談
、
栄

養
士
に
よ
る
栄
養
相
談
、
運
動

指
導
員
に
よ
る
体
力
測
定

12 月 18日（日）は家庭の日　　揖斐川町青少年育成町民会議

舞踊の様子

ハーモニカ発表の様子

体験の様子

民謡の様子

歌の様子
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�
�
�
夜
�
子
�
�
�
夢
�

�
�
�
�
�
家
�
�
�
�
�
�
!!
�

�
�
�
�
�
�
�

希
望
家
庭
募
集

　

揖
斐
川
町
青
年
団
（
揖
斐
地
区
）・
揖
斐

川
Ｖ
Ｙ
Ｓ
で
は
、
団
員
が
サ
ン
タ
ク
ロ
ー

ス
と
な
っ
て
家
庭
訪
問
し
、
親
か
ら
預
か

っ
た
プ
レ
ゼ
ン
ト
を
子
ど
も
に
渡
す
「
サ

ン
タ
が
家
に
や
っ
て
き
た
!!
」
作
戦
を
行

い
ま
す
。

　

い
つ
も
と
ち
ょ
っ
と
違
っ
た
イ
ブ
の
夜

で
、
子
ど
も
に
夢
を
届
け
て
あ
げ
ま
せ
ん

か
。

■
実
施
日　

12
月
24
日
（
土
）

■
対　

象　

町
内
に
お
住
ま
い
の
方
で
、

12
月
17
日
（
土
）
ま
で
に
プ

レ
ゼ
ン
ト
を
揖
斐
川
町
中
央

公
民
館
に
届
け
る
こ
と
が
で

き
る
方
。

■
申　

込　

中
央
公
民
館
窓
口
ま
た
は
電

話
に
て
お
申
込
く
だ
さ
い
。

■
定　

員　

10
世
帯
（
申
込
者
多
数
の
場

合
は
、
抽
選
と
し
ま
す
。）

■
締　

切　

12
月
７
日
（
水
）

※
詳
し
く
は
揖
斐
川
町
中
央
公
民
館
（
Ｔ

Ｅ
Ｌ
２
２―

１
１
２
０
）
ま
で　

お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

親
子
�
楽
�
�
�
�
�
�
�
会
�

参
加
�
�
�
�
�
�

　

揖
斐
川
Ｖ
Ｙ
Ｓ
で
は
、「
親
子
ク
リ
ス
マ

ス
会
」
を
開
催
し
ま
す
。
親
子
で
楽
し
い

ク
リ
ス
マ
ス
会
に
参
加
し
ま
せ
ん
か
？

　

皆
さ
ん
の
ご
参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま

す
。

■
日
時　

12
月
17
日
（
土
）
午
後
６
時
半
〜

■
場
所　

揖
斐
川
町
中
央
公
民
館
大
ホ
ー
ル

■
会
費　

１
人
５
０
０
円

■
申
込　

申
込
書
に
会
費
を
添
え
て
、
揖

斐
川
町
中
央
公
民
館
窓
口
へ
お

申
込
く
だ
さ
い
。
申
込
書
は
、

中
央
公
民
館
に
あ
り
ま
す
。

■
締
切　

12
月
９
日
（
金
）

※
必
ず
親
子
で
参
加
し
て
く
だ
さ
い
。

※
詳
し
く
は
、
揖
斐
川
町
中
央
公
民
館
ま

　

で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

芸
能
�
�
�
�
�
�
�
開
催

　

揖
斐
川
町
合
併
記
念
祝
賀
行
事
と
い
た

し
ま
し
て
「
芸
能
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」
を

開
催
い
た
し
ま
す
。

　

日
本
舞
踊
・
民
謡
・
民
踊
・
箏
曲
・
尺
八
・

詩
吟
・
詩
舞
・
津
軽
三
味
線
な
ど
の
芸
能

舞
台
を
上
演
し
ま
す
。

　

ぜ
ひ
、
ご
来
場
く
だ
さ
い
。

■
日
時　

12
月
４
日
（
日
）
午
後
２
時

■
場
所　

揖
斐
川
町
中
央
公
民
館
大
ホ
ー
ル

※
入
場
無
料
（
入
場
整
理
券
を
、
揖
斐
川

　

町
中
央
公
民
館
で
お
求
め
く
だ
さ
い
。）

�
�
�
�
�
子
供
映
画
会

　

映
画
「
ロ
ボ
ッ
ツ
」
を
谷
汲
サ
ン
サ
ン

ホ
ー
ル
で
上
映
し
ま
す
。

■
日
時　

12
月
25
日
（
日
）

■
場
所　

谷
汲
サ
ン
サ
ン
ホ
ー
ル　

　
　
　
　

多
目
的
ホ
ー
ル

■
時
間　

午
後
１
時
開
場　

　
　
　
　

午
後
１
時
30
分
か
ら
上
映

■
入
場
料　

３
０
０
円
（
事
前
に
購
入
を

　
　
　
　
　

お
願
い
し
ま
す
）

　

チ
ケ
ッ
ト
は
次
の
施
設
で
お
求
め
く
だ

さ
い
。（
１
席
３
０
０
円
）

　

●
谷
汲
サ
ン
サ
ン
ホ
ー
ル

　

●
揖
斐
川
町
中
央
公
民
館

　

●
揖
斐
川
図
書
館

■
主
催
・
お
問
合
わ
せ
先

　
　

揖
斐
川
町
教
育
委
員
会　

　
　

谷
汲
サ
ン
サ
ン
ホ
ー
ル

　
　
　
　

Ｔ
Ｅ
Ｌ
５
６―

３
７
３
３

平成１７年度　揖斐川町青少年育成町民大会
11月 27日（日）　13:30～ 15:30

揖斐川町中央公民館　大ホール

　今年度の大会では、広く町内の諸活動に参加した子どもたちの思いや意見
に注意深く耳を傾け、子どもたちの『こうなりたい』という願いを受け止めて、
更なる健全育成を目指す場としたいと考えています。
　多くの町民の皆さんの参加をお願いします！！
　　　内　容　事例発表
　　　　　　・小島公民館での中学生のかかわり
　　　　　　・揖斐高校ＭＳリーダーズの活躍
　　　　　　・県外・海外研修派遣事業参加児童生徒の研修を通しての思い

燦サン・ギャラリー燦サン・ギャラリー

○故 瀧　穐方　作品展　
　 11月26日～12月８日
○切り絵　谷汲高齢者ふれあいセンター
　 12月10日～12月22日

中央公民館プチギャラリー中央公民館プチギャラリー

○小、中学生作品展
　 11月29日～12月７日
○吉野純子　クリスマス
　トールペイント
　 12月９日～12月22日
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地
区
公
民
館
活
動

☆
北
方
公
民
館

《
し
め
縄
作
り
教
室
》

■
日
時　

12
月
18
日
（
日
）
９
時
〜

■
場
所　

北
方
公
民
館

☆
大
和
公
民
館

《
し
め
縄
作
り
》

■
日
時　

12
月
18
日
（
日
）
13
時
〜

■
場
所　

大
和
公
民
館　

会
議
室

☆
揖
斐
公
民
館

《
揖
斐
地
区
青
少
年
育
成
区
民
会
議
》

■
日
時　

12
月
6
日
（
火
）

■
場
所　

揖
斐
小
学
校

※
詳
細
は
町
広
報
別
紙
に
て
！

《
し
め
縄
作
り
》

■
日
時　

12
月
24
日
（
土
）
９
時
〜

■
場
所　

揖
斐
公
民
館

■
募
集
人
員　

10
名

■
持
ち
物　

剪
定
鋏
、
ペ
ン
チ

☆　

永
公
民
館

《
し
め
縄
作
り
講
習
会
》

■
日
時　

12
月
４
日
（
日
）
９
時
30
分
〜

■
場
所　
　

永
公
民
館

《
も
ち
花
作
り
講
習
会
》

■
日
時　

12
月
11
日
（
日
）
9
時
〜

■
場
所　
　

永
公
民
館

《
親
子
料
理
教
室
》

■
日
時　

12
月
11
日
（
日
）
９
時
30
分
〜

■
場
所　
　

永
公
民
館

☆
清
水
公
民
館

《
し
め
縄
作
り
》

■
日
時　

12
月
11
日
（
日
）
13
時
〜

■
場
所　

清
水
公
民
館

☆
小
島
公
民
館

《
家
庭
教
育
学
校『
ト
ー
ル
ペ
イ
ン
ト
の
世

界
へ
』》

■
日
時　

11
月
29
日
（
火
）
９
時
〜

■
場
所　

小
島
小
学
校

《
し
め
縄
教
室
》

■
日
時　

12
月
17
日
（
土
）
９
時
〜

■
場
所　

小
島
公
民
館

★
『
ぜ
ん
ざ
い
』
で
ま
す
(^o^)

《
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
大
清
掃
（
公
民
館
、
体

育
館
）》

■
日
時　

12
月
18
日
（
日
）

　
　
　
　

８
時
30
分
〜　

小
島
公
民
館

　
　
　
　

19
時
30
分
〜　

小
島
小
学
校

《
に
こ
に
こ
学
級『
サ
ン
タ
が
小
島
に
や
っ

て
く
る
』》

■
日
時　

12
月
20
日
（
火
）
10
時
〜

■
場
所　

小
島
公
民
館

《
み
ん
な
の
広
場
》

■
日
時　

11
月
26
日
（
土
）

　
　
　
　

12
月
10
・
17
・
24
日
（
土
）

　
　
　
　

９
時
〜

■
場
所　

小
島
公
民
館

 

学
校
�
�
�

　

視
野
を
広
げ
て

〜
谷
汲
中
学
校
〜 　

　

谷
汲
中
学
校
で
は
、
こ
れ
ま
で
も
外
部

の
人
た
ち
と
ふ
れ
あ
う
活
動
を
大
切
に
し

て
き
ま
し
た
が
、
今
年
度
は
さ
ら
に
、
道

徳
の
時
間
に
地
域
の
方
に
入
っ
て
い
た
だ

く
こ
と
や
、
地
域
の
方
と
活
動
す
る
行
事

を
充
実
さ
せ
て
い
く
こ
と
を
考
え
て
い
ま

す
。

　　

道
徳
の
時
間
で
は
、
指
導
の
ね
ら
い
に

沿
っ
た
内
容
の
説
話
を
、
地
域
の
方
か
ら

し
て
い
た
だ
く
授
業
作
り
を
進
め
て
い
ま

す
。

　

例
え
ば
、
１
年
生
の
勤
労
に
か
か
わ
る

指
導
で
、
あ
る
方
は
図
や
実
演
も
入
れ
て

稲
刈
り
の
話
を
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
思

い
や
り
の
指
導
の
授
業
で
は
、
ご
自
身
の

仕
事
の
中
で
体
験
さ
れ
た
厳
し
く
懐
か
し

い
思
い
出
を
語
ら
れ
ま
し
た
。
ど
の
授
業

で
も
、
生
徒
た
ち
は
身
動
き
ひ
と
つ
せ
ず

に
講
師
の
方
の
お
顔
を
み
つ
め
て
い
ま
し

た
。

　

ま
た
、
奉
仕
清
掃
活
動
「
ク
リ
ー
ン
ズ
」

は
、
昨
年
度
ま
で
学
校
の
周
辺
の
地
域
を

中
学
生
の
み
で
行
っ
て
い
ま
し
た
。
今
年

度
は
、
地
域
の
方
と
の
ふ
れ
あ
い
を
も
っ

と
広
げ
深
め
よ
う
と
、
校
区
の
小
学
校
と

も
協
同
で
、
谷
汲
地
区
全
域
で
行
う
も
の

に
規
模
を
拡
大
し
ま
し
た
。
準
備
か
ら
で

き
る
だ
け
生
徒
の
力
で
進
め
ら
れ
る
よ
う

に
配
慮
し
ま
し
た
。
当
日
は
、
地
区
の
役

員
さ
ん
や
お
う
ち
の
方
な
ど
、
た
く
さ
ん

の
地
域
の
皆
さ
ん
の
ご
協
力
を
い
た
だ
く

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
生
徒
は
、
地
域
の

方
へ
の
感
謝
の
気
持
ち
を
新
た
に
し
、
ま

た
、
地
域
に
対
す
る
思
い
を
深
め
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。

　　

身
近
な
地
域
の
方
と
の
ふ
れ
あ
い
の
中

で
、
子
ど
も
は
新
し
い
発
見
を
し
ま
す
。

今
年
の
体
育
大
会
で
は
、
祖
父
母
の
方
と

の
競
技
「
ボ
ー
ル
運
び
」
も
種
目
に
加
え

ま
し
た
。
今
後
、
さ
ら
に
授
業
や
行
事
の

内
容
や
日
程
を
見
直
し
、
生
徒
の
も
の
の

見
方
、
考
え
方
を
広
げ
る
活
動
に
位
置
付

け
て
い
こ
う
と
考
え
て
い
ま
す
。
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は
や
せ
っ
子
祭

〜
長
瀬
小
学
校
〜 　

　

長
瀬
小
学
校
は
、
今
年
度
全
校
児
童
71

名
、
教
職
員
12
名
の
小
規
模
校
で
す
。
児

童
数
の
多
い
学
年
で
19
名
、
少
な
い
学
年

で
８
名
で
す
の
で
、
職
員
は
誰
で
も
全
校

児
童
の
顔
と
名
前
が
分
か
り
、
常
に
職
員

全
員
で
子
ど
も
た
ち
の
指
導
に
当
た
っ
て

い
ま
す
。

　

学
校
の
教
育
目
標
は
「
主
体
的
に
取
り

組
み
、
ね
ば
り
強
く
や
り
ぬ
く
子
の
育
成
」

で
す
。
今
年
度
は
と
く
に
「
子
ど
も
た
ち

が
安
心
し
て
、
笑
顔
で
楽
し
く
学
校
生
活

を
送
る
」
こ
と
を
目
指
し
て
教
育
活
動
を

行
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
全
校
児

童
数
が
少
な
い
た

め
、
大
勢
の
人
の

中
に
入
っ
て
気
後

れ
し
な
い
よ
う
、

各
学
期
に
核
と
な

る
児
童
会
行
事
を

位
置
づ
け
、
そ
の

行
事
の
企
画
運
営

を
で
き
る
だ
け
児

童
の
手
で
行
う
こ
と
に
よ
っ
て
児
童
の
主

体
性
を
育
て
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。
１
学
期
に
は
「
な
が
せ
フ
ェ
ス
テ
ィ

バ
ル
」
と
し
て
、
地
域
に
出
て
オ
リ
エ
ン

テ
ー
リ
ン
グ
を
行
い
、
２
学
期
に
は
保
護

者
や
地
域
の
方
々
を
お
招
き
し
て
「
は
や

せ
っ
子
祭
」
を
、
３
学
期
に
は
「
ハ
ー
ト

ア
ッ
プ
集
会
」
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

　

今
年
の
「
は
や
せ
っ
子
祭
」
で
は
「
仲

良
く
楽
し
く
長
瀬
の
自
然
や
文
化
に
ふ
れ

よ
う
」
を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
、
児
童
会
の
縦

割
り
班
（
１
年
生
か
ら
６
年
生
ま
で
の
子

ど
も
で
つ
く
る
班
）
ご
と
に
活
動
内
容
を

話
し
合
い
、
そ
れ
ぞ
れ
に
工
夫
を
凝
ら
し

た
体
験
コ
ー
ナ
ー
を
考
え
ま
し
た
。

　

今
年
は
「
木

の
実
や
葉
を
使

っ
た
か
ざ
り
づ

く
り
」「
山
菜

料
理
を
味
わ
お

う
」「
リ
サ
イ

ク
ル
グ
ッ
ズ
づ

く
り
」「
木
の

実
な
ど
を
使
っ

た
遊
び
道
具
づ
く
り
」「
長
瀬
名
所
案
内
」

「
昔
の
暮
ら
し
の
紹
介
や
体
験
」
の
６
つ

の
体
験
コ
ー
ナ
ー
で
し
た
。
そ
れ
ぞ
れ
の

コ
ー
ナ
ー
に
は
、
準
備
や
計
画
の
段
階
か

ら
地
域
の
方
々
に
支
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と

し
て
入
っ
て
い
た
だ
き
、
子
ど
も
た
ち
の

活
動
を
助
け
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
ま
た
、

Ｐ
Ｔ
Ａ
の
役
員
さ
ん
に
は
、
子
ど
も
た
ち

が
学
校
園
で
育
て
た
サ
ツ
マ
イ
モ
で
さ
つ

ま
汁
や
大
学
イ
モ
を
作
っ
て
い
た
だ
く
な

ど
、
こ
の
活
動
を
盛
り
上
げ
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。

　

お
か
げ
さ
ま
で
、
ど
の
コ
ー
ナ
ー
も
、

当
日
参
加
し
て
い
た
だ
い
た
地
域
の
方
々

や
保
護
者
の
皆
さ
ん
に
は
、
子
ど
も
た
ち

と
一
緒
に
楽
し
ん
で
い
た
だ
け
た
よ
う
で
、

子
ど
も
た
ち
も
た
い
へ
ん
喜
ん
で
い
ま
し

た
。

　

今
後
も
、
保
護
者
や
地
域
の
方
々
と
力

を
合
わ
せ
、
長
瀬
小
学
校
の
教
育
活
動
を

進
め
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

体
験
学
習
に
参
加
し
て

揖
斐
川
中
学
校　

加
藤
真
梨
奈　

 

　　

私
は
、
揖
斐
高
等
学
校
の
体
験
学
習
に

二
度
参
加
し
、
組
み
ひ
も
作
り
と
フ
ラ
ワ

ー
ア
レ
ン
ジ
メ
ン
ト
に
挑
戦
し
ま
し
た
。

　

組
み
ひ
も
作
り
で
は
、
切
り
込
み
の
あ

る
丸
い
型
に
ひ
も
を
ひ
っ
か
け
、
編
む
作

業
で
し
た
。
は
じ
め
は
ど
の
よ
う
に
し
て
よ

い
か
難
し
く
、
何
度

も
高
校
の
先
輩
た
ち

に
聞
き
ま
し
た
。
そ

の
た
び
に
丁
寧
に
教

え
て
く
だ
さ
っ
た
の

で
、
何
と
か
最
後
ま

で
編
む
こ
と
が
で
き
、

き
れ
い
な
組
み
ひ
も
が
完
成
し
ま
し
た
。

  

次
に
フ
ラ
ワ
ー
ア
レ
ン
ジ
メ
ン
ト
で
は
、

オ
ア
シ
ス
に
中
心
と
な
る
花
か
ら
生
け
て

い
き
ま
し
た
。
茎
の
長
さ
を
調
整
し
た
り
、

バ
ラ
ン
ス
を
考
え
て
生
け
た
り
し
て
、
グ

ル
ー
プ
で
作
り
ま
し
た
。
見
本
を
見
た
り

高
校
の
先
輩
た
ち
に
ア
ド
バ
イ
ス
を
も
ら

っ
た
り
し
て
美
し
く
花
を
生
け
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。

　

こ
の
二
つ
の
体
験
は
、
自
分
だ
け
で
は

と
て
も
で
き
な
い
こ
と
で
し
た
が
、
高
校
の

先
輩
方
が
積
極
的
に
ア
ド
バ
イ
ス
を
し
て

い
た
だ
け
た
の
で
、
満
足
の
い
く
も
の
が

で
き
ま
し
た
。専
門
的
な
知
識
や
技
を
も
ち
、

自
信
を
も
っ
て
教
え
て
く

だ
さ
っ
た
揖
斐
高
等
学
校

の
先
輩
方
に
憧
れ
を
も
ち
、

そ
の
よ
う
な
先
輩
方
と
交

流
が
も
て
た
こ
と
を
大
変

う
れ
し
く
思
い
ま
し
た
。

相
手
の
気
持
ち
を
大
切
に

北
和
中
学
校  　

渡
邊
詩
帆
理　

　　

私
は
今
、
福
祉
を
テ
ー
マ
と
し
て
総
合

的
な
学
習
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
今
ま

で
図
書
館
な
ど
で
調
べ
て
い
ま
し
た
が
、

わ
か
ら
な
い
こ
と
に
つ
い
て
よ
り
詳
し
く

追
究
す
る
た
め
に
揖
斐
高
等
学
校
の
福
祉

体
験
学
習
に
参
加
し
ま
し
た
。

　

一
回
目
は
、
シ
ニ
ア
体
験
を
し
ま
し
た
。

い
ろ
い
ろ
な
装
具
を
付
け
、
お
年
寄
り
の

方
の
生
活
の
不
自
由
さ
を
体
験
す
る
も
の

で
す
。
一
番
驚
い
た
の
が
ゴ
ー
グ
ル
で
す
。

ゴ
ー
グ
ル
を
付
け
る
と
全
体
が
黄
色
が
か

り
視
野
が
狭
く
な
り
ま
す
。
段
差
が
あ
っ

て
も
気
づ
く
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。
二
回

目
は
手
浴
、
足
浴
を
し
ま
し
た
。
ベ
ッ
ド

か
ら
起
き
る
こ
と
が
で
き
な
い
方
の
手
や

足
を
洗
う
も
の
で
す
。
初
め
て
体
験
し
ま

し
た
が
、
指
の
隙
間
ま
で
丁
寧
に
洗
わ
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
た
め
、
見
た
目
よ
り
難

し
い
も
の
で
し
た
。
ま
た
、
高
校
生
の
先

輩
か
ら
は
、「
相
手
の
気
持
ち
を
大
切
に

し
な
い
と
い
け
な
い
よ
。」
と
ア
ド
バ
イ

ス
を
い
た
だ
き
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

の
大
切
さ
も
改
め
て
わ
か
り
ま
し
た
。

　

二
回
の
体

験
か
ら
学
ん

だ
こ
と
を
毎

日
の
生
活
に

生
か
し
、
私

の
中
の
優
し

さ
を
更
に
磨

き
た
い
で

す
。

中高一貫教育事業報告 体験学習に参加した生徒の感想
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図書館へ行こう！

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

ク
リ
ス
マ
ス
に
ち
な
ん
だ
演
奏
と
腹
話
術
を

家
族
で
お
楽
し
み
下
さ
い
。

　

サ
ッ
ク
ス
フ
ォ
ー
ン
＆
腹
話
術

と　
き　
平
成
十
七
年
十
二
月
十
日
（
土
）

　
　
　
　

午
後
六
時
三
十
分
開
演

と
こ
ろ　
谷
汲
サ
ン
サ
ン
ホ
ー
ル

出
演
者　

　

サ
ッ
ク
ス
フ
ォ
ー
ン
演
奏　

　

サ
ク
セ
ス　

カ
ル
テ
ッ
ト

　
　

メ
ン
バ
ー
（
小
森
伸
二
・
間
下
由
加
里
・

　
　
　
　
　
　
　

一
瀬
千
賀
子
・
遠
藤
宏
幸
）

　
腹
話
術
ら
い
ぶ

　

Ｎ
Ｐ
Ｏ　

Ｋ
Ｅ
Ｎ
ち
ゃ
ん
ハ
ウ
ス

　
　

星
野
ト
チ
ロ
ー
＆
Ｋ
Ｅ
Ｎ
ち
ゃ
ん

　
入
場
に
は
整
理
券
が
必
要
で
す
。
揖
斐
川
図

書
館
・
谷
汲
サ
ン
サ
ン
ホ
ー
ル
・
坂
内
図
書
館

（
坂
内
交
流
セ
ン
タ
ー
内
）
で
お
尋
ね
下
さ
い
。

揖
斐
川
図
書
館
�
�
�
�
知
�
�

　

こ
の
た
び
、
北
方
二
区
杉
山
哲
好
さ
ん
よ
り

揖
斐
川
図
書
館
に
た
く
さ
ん
の
ご
厚
意
を
い

た
だ
き
ま
し
た
。

　

お
も
に
建
築

関
係
を
中
心
に

歴
史
・
動
物
類

の
図
書
三
十
六

冊
購
入
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
し

た
。
ご
芳
志
に

添
い
大
切
に
活

用
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
。

� 

� 

� 
� 

新 

着 

図 

書 

紹 

介 

一
般
図
書

「
信
長
が
宿
敵
本
願
寺
顕
如
」

　
　
　
　
鈴
木
輝
一
郎　

著
／
毎
日
新
聞
社

　

戦
国
を
ぶ
ち
こ
わ
す
覇
王
・
信
長
と
、
民

の
安
寧
を
求
め
る
本
願
寺
顕
如
。
改
革
す
る

も
の
と
さ
れ
る
者
。
戦
国
の
最
終
勝
者
を
決

す
る
十
年
に
及
ぶ
、手
段
を
選
ば
ぬ
要
塞
戦
、

外
交
戦
を
壮
大
な
ス
ケ
ー
ル
で
描
く
歴
史
大

作

ネ
ク
ロ
ポ
リ
ス
上
・
下　

　
　
　
　
　
恩
田　

陸　

著
／
朝
日
新
聞
社

い
の
ち
の
日
記　
柳
沢
桂
子　

著
／
小
学
館

下
流
社
会　
　
　
三
浦　

展　

著
／
光
文
社

三
番
手
の
男　
（
山
内
一
豊
と
そ
の
妻
）

　
　

童
門
冬
二　

著
／
日
本
放
送
出
版
協
会

新
リ
ア
王
（
上
・
下
）

　
　
　
　
　
　
　

高
村　

薫　

著
／
新
潮
社

か
ん
じ
き
飛
脚　
山
本
一
力　

著
／
新
潮
社

年
中
行
事
絵
手
ヒ
ン
ト
集

　
　
　
　
　
　

花
城
祐
子　

著
／
マ
ー
ル
社

２
０
０
６
年
年
賀
状
イ
ラ
ス
ト
素
材
集

　
　
　
　
　
　
　
　
　

株
式
会
社
ア
ス
キ
ー

� 

� 

� 

� 

新 

着 

図 

書 

紹 

介�

一
般
図
書

「
亡
命
者
」

　
　
　
　
　
　
　

大
沢
在
昌　

著
／
講
談
社

　

ジ
ョ
ー
カ
ー
の
も
と
に
長
身
白
髪
の
英
国

人
男
性
が
訪
れ
た
。
彼
は
二
十
年
以
上
前
、

ジ
ョ
ー
カ
ー
が
先
代
を
継
い
で
二
代
目
と
な

っ
た
初
仕
事
の
依
頼
人
だ
っ
た
。
裏
世
界
を

生
き
る
ト
ラ
ブ
ル
シ
ュ
ー
タ
ー
の
プ
ラ
イ
ド

と
美
学
を
描
く
、
シ
リ
ー
ズ
第
２
弾

ニ
ー
ト　
　
　
　
絲
山
秋
子　

著
／
講
談
社

虹
色
に
ラ
ン
ド
ス
ケ
ー
プ　
　

　
　
　
　
　
　

熊
谷
達
也　

著
／
文
芸
春
秋

児
童
書

ち
い
さ
な
サ
ン
タ
ま
ち
に
い
く

　

ヘ
ン
リ
ケ
・
ウ
ィ
ル
ソ
ン
絵
／
岩
崎
書
店

キ
ウ
イ
じ
い
さ
ん

　
　
　

長　

新
太　

絵
／
ク
レ
ヨ
ン
ハ
ウ
ス

も
み
の
き
山
の
お
正
月

　
　
　
　
　
　

渡
辺
有
一　

絵
／
佼
成
出
版

バ
ー
バ
パ
パ
か
せ
い
へ
い
く

　
　
　
　

チ
ゾ
ン
＆
テ
イ
ラ
ー
作
／
講
談
社

チ
ビ
ね
ず
く
ん
の
ク
リ
ス
マ
ス

　

ジ
ェ
ー
ン
・
チ
ャ
ッ
プ
マ
ン
絵
／
ポ
プ
ラ
社

年
末
年
始
の
休
館
日

十
二
月
二
十
七
日
（
火
）
祝
日
振
替
日

十
二
月
二
十
八
日
（
水
）
月
末
整
理
日

十
二
月
二
十
九
日（
木
）か
ら
一
月
三
日（
火
）

ま
で
休
館
日

一
月
四
日
（
水
）
図
書
整
理
・
開
館
準
備

本
の
返
却

平
成
十
七
年
十
二
月
十
四
日
（
水
）
〜

二
十
五
日
（
日
）
ま
で
の
期
間
に
本
を
借
り

ら
れ
た
方
は
、平
成
十
八
年
一
月
五
日
（
木
）

が
返
却
日
と
な
り
ま
す
。

期
日　

12
月
３
日（
土
）

　
　
　
午
後
２
時
〜
３
時

「
お
と
ぎ
の
里
」

お
話

「
ぐ
り
と
ぐ
ら
」

人
形
劇

「
日
天
さ
ん
と
月
天
さ
ん
」他　
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十
一
月
広
報
に
続
い
て
、
森
の
文
化
博
物

館
の
案
内
を
し
ま
す
。
前
号
で
は
〝
森
の
祭

り
コ
ー
ナ
ー
〞
で
し
た
が
、
今
回
は
春
日
地

域
の
人
々
が
自
然
を
生
か
し
、
自
然
と
共
に

生
き
た
証
を
紹
介
し
ま
す
。

●
薬
草
の
森
の
コ
ー
ナ
ー

　

伊
吹
山
麓
に
位
置
す
る
古
屋
、
笹
又
地
区

で
は
質
の
良
い
薬
草
が
採
取
で
き
、
各
戸
で

加
工
さ
れ
た
百
草
や
甘
茶
、
そ
の
他
の
薬
草

を
村
外
に
売
り
出
し
て
い
ま
し
た
。

　

薬
草
の
採
取
方
法
や
加
工
の
様
子
を
撮
影

し
た
写
真
パ
ネ
ル
や
薬
草
植
物
写
真
な
ど
で

薬
草
を
知
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

薬
草
の
仲
買
人
小
寺
甚
五
郎
は
秋
に
な
る

と
、
各
戸
で
加
工
し
た
薬
草
を
買
い
う
け
、

運
搬
人
が
「
セ
タ
」
で
背
負
っ
て
峠
を
越
え

た
の
で
す
。
館
内
に
は
仲
買
人
が
記
入
し
た

「
買
入
帳
」・「
売
上
帳
」
が
展
示
し
て
あ
り
、

彦
根
・
長
浜
・
尾
張
方
面
に
行
商
に
出
か
け

た
様
子
を
う
か
が
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

昭
和
初
期
の
世
界
経
済
恐
慌
の
中
で
春
日

地
域
の
主
な
収
入
源
は
木
炭
、
繭
、
お
茶
で

し
た
が
暴
落
し
、
村
民
は
窮
乏
し
ま
し
た
が

当
時
の
村
長
駒
月
巌
氏
は
伊
吹
薬
草
組
合
を

設
立
し
、
薬
草
生
産
の
振
興
と
販
路
拡
大
に

尽
力
さ
れ
た
姿
を
う
か
が
う
こ
と
が
で
き
ま

す
。

●
炭
焼
の
森
コ
ー
ナ
ー

　

博
物
館
内
に
炭
焼
竈
と
炭
焼
職
人
の
居
住

小
屋
が
再
現
さ
れ
て
い
ま
す
。
と
く
に
、
炭

焼
竈
は
博
物
館
建
設
に
合
わ
せ
実
際
に
使
え

る
竈
が
設
営
さ
れ
、
炭
焼
職
人
の
住
居
小
屋

も
設
置
し
て
あ
り
ま
す
。

　

炭
焼
職
人
の
居
住
小
屋
は
、
風
雨
を
し
の

ぎ
寝
食
と
炭
俵
詰
め
作
業
な
ど
が
可
能
な
広

さ
で
、
丸
太
材
と
萱
で
覆
っ
た
小
屋
で
す
。

　

木
炭
原
木
伐
採
の
刃
物
類
や
木
炭
原
木
と

木
炭
の
標
本
が
展
示
さ
れ
、
原
木
を
運
び
出

す
木
馬
や
炭
俵
詰
め
に
必
要
な
用
具
も
見
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
に
「
森
の
文
化
博
物
館
」
は
森

と
暮
ら
す
人
々
の
歴
史
と
叡
智
を
体
感
で
き

る
博
物
館
で
す
。
ぜ
ひ
、お
訪
ね
く
だ
さ
い
。

【
森
の
音
楽
会
】

　

―

フ
ル
ー
ト
と
ピ
ア
ノ
の
演
奏―

■
日
時　
平
成
十
七
年
十
二
月
三
日
（
土
）

　
　
　
　

午
後
一
時
三
〇
分
〜
三
時

■
会
場　
揖
斐
川
町
春
日
振
興
事
務
所
内

　
　
　
　

五
階
大
ホ
ー
ル

・
演
奏
フ
ル
ー
ト
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
・
ラ
ル
ゴ

　

指
揮
者　

戸
本
敏
明
さ
ん

　

・
岐
阜
県
交
響
楽
団
フ
ァ
ゴ
ッ
ト
奏
者

　

・
岐
響
ジ
ュ
ニ
ア
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
指
揮
者

　
「
揖
斐
川
町
の
祭
り
・
踊
り
調
査
事
業
」

平
成
十
七
年
度
中
間
報
告
会
お
よ
び
講
演
会

（
町
教
育
委
員
会
主
催
）
が
、
去
る
十
一
月

三
日
、谷
汲
文
化
会
館
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

中
間
報
告
会
で
は
、
事
業
の
調
査
結
果
に

基
づ
き
、
揖
斐
・
久
瀬
・
藤
橋
地
区
で
行
わ

れ
て
い
る
伝
統
の
祭
り
や
新
し
い
祭
り
を
例

に
挙
げ
な
が
ら
、
そ
の
変
遷
や
地
域
の
人
々

の
関
わ
り
方
な
ど
が
発
表
さ
れ
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、「
マ
ツ
リ
文
化
を
考
え
る
」
と

題
し
て
、
京
都
産
業
大
学
教
授　

所
功
先
生

（
小
島
在
住
）
に
よ
る
講
演
が
あ
り
ま
し
た
。

文
化
を
支
え
て
い
く
の
は
、
地
域
の
わ
た
し

た
ち
に
ほ
か
な
ら
な
い
こ
と
を
、
中
間
報
告

会
と
先
生
ご
自
身
の
経
験
や
学
識
を
織
り
交

ぜ
な
が
ら
、
大
変
分
か
り
や
す
く
興
味
深
く

お
話
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

町
で
は
来
年
度
も
事
業
を
継
続
し
、
そ
の

成
果
を
「
郷
土
読
本
」
と
し
て
出
版
し
て
ふ

る
さ
と
の
教
育
に
活
用
し
ま
す
。

博物館･歴史資料館だより博物館･歴史資料館だより
�
森
�
文
化
博
物
館
�
�
案
内春日村伊吹薬草組合発売

「伊吹百草湯」のポスター

博物館内に再現された炭焼竈

炭焼職人の居住小屋の内部
（かまど・炭俵・秤などあり）

森
�
文
化
博
物
館
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
再
発
見
�
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揖
斐
川
尚
和
園
へ

細
野　

博
さ
ん
（
大
野
町
）　　
　

野
菜

林　

良
夫
さ
ん
（
揖
斐
川
町
）　　

野
菜

谷
汲
サ
ン
サ
ン
ホ
ー
ル
へ

永
屋
芳
夫
さ
ん
（
大
野
町
）名鉄

谷
汲
線
の
写
真
パ
ネ
ル　

　

10
月
30
日
（
日
）、
小
津
の
五
十
川
は
ぎ
子
さ
ん
よ
り

五
十
川
さ
ん
主
催
の
チ
ャ
リ
テ

ィ
ー
カ
ラ
オ
ケ
ま
つ
り
で
集
ま

っ
た
募
金
を
寄
付
し
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。

　

五
十
川
さ
ん
は
「
車
イ
ス
一

台
運
動
」
を
進
め
て
お
り
、
車

イ
ス
の
購
入
の
た
め
に
と
、
宗

宮
町
長
に
寄
付
金
を
手
渡
さ
れ

ま
し
た
。

　

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

11
月
８
日
（
火
）、
谷
汲
名
礼

に
本
社
工
場
が
あ
る
ア
ー
ボ
株

式
会
社
の
杉
村
和
敬
代
表
取
締

役
よ
り
文
化
事
業
の
促
進
の
た

め
に
と
、
寄
付
金
を
い
た
だ
き

ま
し
た
。

　

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

訂
正
と
お
詫
び

　

広
報
い
び
が
わ
11
月
号
で
誤
り
が
あ
り
ま
し
た
の

で
、
こ
こ
に
深
く
お
詫
び
し
訂
正
し
ま
す
。

　

Ｐ
７　

ま
ち
の
話
題

　

敬
老
会　

開
催
会
場
の
表

　

誤　

春
日
地
区　

谷
汲
小
学
校
体
育
館

　

正　

春
日
地
区　

春
日
小
学
校
体
育
館

�
�
�
�
�
善
意

�
�
�
�
�
善
意
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Information Room
税制改正のおしらせ

税制改正により、所得税・個人住民税について次のように改正されましたので、お知らせします。

１． 老年者控除が廃止されました
　年齢が 65歳以上の方で、合計所得金額が１千万円以下である方の場合、50万円 ( 住民税は 48万円 ) が老
年者控除されましたが平成 17年分の所得税から廃止（住民税は平成 18年度分から適用）となりました。

２．定率減税の縮小
　平成 11年分以降、所得税額の 20％（上限 25 万円）が減税措置として実施されておりましたが、平成 18
年分から、10％相当額（10％相当額が 12 万５千円を超える場合は 12 万５千円）となります。また、住民
税においては 15％相当額の減税措置がありましたが、平成 18 年度分から 7.5％（上限２万円）に変更とな
りました。

３． 公的年金等控除額の改正
　公的年金等控除の 65歳以上の方の上乗せ措置が廃止され、最低保障額を 50万円加算して、120 万円とす
る特例措置が講じられました。この改正は、平成17年分の所得税（住民税は平成18年度分）から適用されます。

■年金課税の概要

改正前 改正後

改正前 改正後

改正前 改正後

保 険 料 等 社会保険料控除等（所得控除）

年 金 収 入

課 税 所 得

税 率
×

公的年金等控除

その他の所得控除

老年者控除

上記年金収入から
これらの控除が
差し引かれます。

（６５歳以上で、
合計所得金額が
１，０００万円以下の方）

基礎控除　　　　　３８万円
配偶者控除　　　　３８万円
社会保険料控除等

３６０万円までの部分 　２５％
７２０万円までの部分 　１５％
７２０万円を超える部分 　５％

１００万円
５０万円

１４０万円
７０万円

７０万円

５０万円

５０万円

廃止

①定額控除

６５歳以上の方
６５歳未満の方

６５歳以上の方
６５歳未満の方 ６５歳以上の方 老年者

 特別加算＋５０万円

②定率控除
（定額控除後の年金収入）

③最低保障額

給 付 時

拠 出 時

年金を受け取る人の年齢 （a）公的年金などの収入金額の合計額 （b）割合 （c）控除額

65歳未満

（公的年金などの収入金額の合計額が 700,000 円までの場合、所得金額はゼロとなります。）
700,001 円　から　1,299,999 円　まで 100％ 700,000 円
1,300,000 円　から　4,099,999 円　まで 75％ 375,000 円
4,100,000 円　から　7,699,999 円　まで 85％ 785,000 円
7,700,000 円　以上 95％ 1,555,000 円

65 歳以上

（公的年金などの収入金額の合計額が 1,200,000 円までの場合、所得金額はゼロとなります。）
1,200,001 円　から　3,299,999 円　まで 100％ 1,200,000 円
3,300,000 円　から　4,099,999 円　まで 75％ 375,000 円
4,100,000 円　から　7,699,999 円　まで 85％ 785,000 円
7,700,000 円　以上 95％ 1,555,000 円

公的年金などに係る雑所得の速算表（平成17年分以後）　(a) × (b) － (c) = 公的年金などに係る雑所得

住民税についてのその他改正点
a  65 歳以上の方のうち、前年の合計所得金額が 125 万円以下の方は非課税でしたが、平成 18年度分から３
分の１課税、平成 19年度分から３分の２課税、平成 20年度分から全額課税となります。
ｂ 均等割の納税義務のある夫と生計を同一にする配偶者で、夫と同じ町内に住所を有する方の均等割につい
ても、全額課税となりました。
※平成 17年度分は 2分の１課税（２千円）、平成 18年度分より全額課税（４千円）となります。

税務課
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《
谷
汲
地
区
》

■
日　
時　
12
月
７
日
（
水
）

　
　
　
　
　

午
後
１
時
〜
午
後
３
時

■
場　
所　
谷
汲
文
化
会
館　

会
議
室

■
相
談
員　
法
務
局
職
員
、
揖
斐
川
町
（
谷

　
　
　
　
　

汲
地
区
の
）
人
権
擁
護
委
員

　

平
成
17
年
工
業
統
計
調
査
を
12
月
31
日
現

在
で
行
い
ま
す
。

　

調
査
の
実
施
に
あ
た
っ
て
は
、
本
年
12
月

か
ら
来
年
１
月
に
か
け
て
調
査
員
が
お
伺
い

し
ま
す
。

　

な
お
、
調
査
票
に
記
入
し
て
い
た
だ
い
た

内
容
に
つ
い
て
は
、
統
計
法
に
基
づ
き
秘
密

が
厳
守
さ
れ
ま
す
の
で
、
正
確
な
ご
記
入
を

お
願
い
し
ま
す
。

　

こ
の
た
び
坂
内
広
瀬
地
区
に
揖
斐
川
町
高

齢
者
住
宅
「
は
な
も
も
」
が
完
成
し
、
入
居

者
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

　
「
は
な
も
も
」
は
、
揖
斐
川
町
の
お
お
む

ね
65
歳
以
上
の
方
を
対
象
に
し
た
、
老
人
福

祉
な
ら
び
に
障
害
者
福
祉
の
増
進
お
よ
び
自

立
の
促
進
を
図
る
た
め
の
住
宅
で
あ
り
、
一

人
ま
た
は
二
人
で
の
生
活
に
不
安
の
あ
る
方

で
、
原
則
的
に
自
炊
の
で
き
る
入
居
者
を
募

集
し
ま
す
。　

■
施
設
の
内
容

・
単
身
用
住
宅　

10
室　

１
Ｄ
Ｋ
タ
イ
プ

・
２
人
用
住
宅　

９
室　

２
Ｄ
Ｋ
タ
イ
プ

オ
ー
ル
電
化
、
バ
リ
ア
フ
リ
ー
、
床
暖
房
が

特
徴
の
住
宅
で
す
。

　

人
権
週
間
中
に
は
、
特
設
相
談
所
を
次
の

と
お
り
開
設
し
ま
す
。

　

家
庭
内
の
問
題
、
い
じ
め
、
体
罰
、
虐
待
、

悩
み
事
な
ど
お
困
り
の
方
は
、
お
気
軽
に
ご

相
談
く
だ
さ
い
。

　

相
談
は
無
料
で
、
相
談
内
容
の
秘
密
は
固

く
守
ら
れ
ま
す
。

特
設
登
記
・
人
権
相
談
所
の
開
設
に
つ
い
て

《
揖
斐
川
地
区
》

■
日　
時　
12
月
７
日
（
水
）

　
　
　
　
　

午
後
２
時
〜
午
後
４
時

■
場　
所　
揖
斐
川
町
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　

会
議
室

■
相
談
員　
法
務
局
職
員
、
揖
斐
川
町
（
揖

　
　
　
　
　

斐
川
地
区
の
）
人
権
擁
護
委
員

製
造
事
業
所
�
皆
�
�
�

�
�

統
計
調
査
�
�
協
力
�
�
�
�

【
揖
斐
川
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
】

  

Ｔ
Ｅ
Ｌ
２
３―

１
１
３
６

　

揖
斐
川
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
は
工
事
日

程
の
都
合
上
、
安
全
の
た
め
現
在
の
場
所
で

の
活
動
が
困
難
に
な
り
ま
す
の
で
、
改
修
工

事
終
了
ま
で
場
所
を
変
更
し
て
、
午
前
中
の

み
開
館
し
て
い
き
ま
す
。
な
お
12
月
の
予
定

に
つ
い
て
は
12
月
号
ぴ
っ
こ
ろ
だ
よ
り
や
子

育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
掲
示
板
を
ご
覧
く
だ
さ

っ
た
り
、
指
導
員
に
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

■
場
所　
揖
斐
川
町
中
央
公
民
館
２
Ｆ
遊
戯
室

■
開
館
時
間　
午
前
９
時
〜
正
午
ま
で

■
休
館
日　
祝
祭
日
、
土
・
日
・
月
曜
日
、

　
　
　
　
　

お
よ
び
公
民
館
行
事
の
と
き

【
か
す
が
保
育
園
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
】

  

Ｔ
Ｅ
Ｌ
５
７―

２
３
１
９

　

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
を
利
用
さ
れ
る

お
母
さ
ん
方
は
仲
間
作
り
が
と
て
も
上
手
で

す
。
初
め
て
の
親
子
に
も
気
軽
に
話
し
か
け

子
育
て
の
話
な
ど
を
し
て
情
報
交
流
を
し
て

い
ま
す
。ど
の
お
母
さ
ん
も
笑
顔
が
絶
え
ず
、

子
ど
も
た
ち
も
安
心
し
て
遊
び
、
元
気
い
っ

ぱ
い
で
す
。

　

今
年
も
残
す
と
こ
ろ
１
ヶ
月
に
な
り
ま
し

た
。
地
域
の
人
と
の
ふ
れ
あ
い
も
取
り
入
れ

な
が
ら
楽
し
く
過
ご
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

皆
さ
ん
誘
い
合
っ
て
お
出
か
け
く
だ
さ
い
。

　

毎
週
月
曜
日
（
園
庭
開
放
日
）　　
　
　

　
　

時
間
９
時
30
分
〜
12
時
00
分

　

毎
週
木
曜
日
（
コ
ア
ラ
ち
ゃ
ん
の
日
）　

　
　

時
間
９
時
30
分
〜
11
時
30
分

12
月
子
育
�
支
援
�
�
�
�
�
知
�
�

　１日（木）
　５日（月）
　８日（木）
１２日（月）
１５日（木）

１９日（月）
２２日（木）

２６日（月）
２９日（木）

ボール遊び
園庭開放日
リズム遊び
園庭開放日
こんにゃく作り
　　（お年寄りと一緒に）
園庭開放日
料理教室
　　（春日保健センター）
園庭開放日
休み

かすが保育園子育て支援センター 12月予定12
月
�
日
�
�
10
日
�
�
�
�
人
権
週
間
�
�
�

�

育
�
�
�  

一
人
一
人
�  

人
権
意
識

�

  ―
思
�
�
�
�
心
�
�
�
�
�
�
�
�

命
�
大
切
�―

揖
斐
川
町
高
齢
者
住
宅
�
�
�
�
�
�

入
居
者
募
集

※
２
Ｄ
Ｋ
の
入
居
者
の
利
用
料
は
利
用
す
る

２
人
の
利
用
料
を
合
算
し
た
額
の
６
／
10
と

す
る
。

　

水
道
料
・
下
水
道
料
・
電
気
料
な
ど
の
光

熱
水
費
は
各
自
実
費
負
担
。

　

食
事
は
原
則
自
炊
と
す
る
。

■
入
居
申
込
み
方
法

　

入
居
希
望
の
方
は
、
申
込
書
に
て
揖
斐
川

町
役
場
福
祉
課
ま
た
は
坂
内
振
興
事
務
所
住

民
福
祉
課
へ
お
申
込
み
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
詳
し
い
こ
と
は
お
気
軽
に
お
問
合
せ

く
だ
さ
い
。

【
問
合
せ
先
】　

役
場
福
祉
課　

Ｔ
Ｅ
Ｌ
２
２

―

２
１
１
１　

坂
内
振
興
事
務
所
住
民
福
祉

課　

Ｔ
Ｅ
Ｌ
５
３―

２
１
１
１

区分 対象利用者基準額
入居者
利用料

Ａ
利用者および世帯全体が住民税非課税であって、
老齢福祉年金の受給者、生活保護の受給者

25,000 円

Ｂ
利用者および世帯全体が住民税非課税であって、
合計所得金額＋課税年金収入額 80万円以下の人

35,000 円

Ｃ
利用者および世帯全体が住民税非課税であって、
利用者区分Ｂ以外の人

50,000 円

Ｄ 利用者が住民税課税者 60,000 円

●揖斐川町高齢者住宅施設利用料 （月額）
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町
営
住
宅
の
入
居
者
を
次
の
と
お
り
募
集

し
ま
す
。

①
島
町
営
住
宅

・
住　
所　
　

揖
斐
川
町
島
１
４
２
番
地

・
募
集
戸
数　
１
室(
２
０
５
号
室)

・
建
設
年
度　
平
成
10
年
度

・
構
造
な
ど　
中
層
耐
火
構
造
３
階
建

・
間
取
り　
　

３
Ｄ
Ｋ

・
駐
車
場　
　

１
台

・
家　
賃　
　

２
３
，
２
０
０
円
〜

・
そ
の
他　
　

共
益
費(

浄
化
槽
の
使
用
料

　

な
ど)

が
必
要
で
す

　

水
道
：
上
水
道　

下
水
：
共
用
浄
化
槽

②
上
平
町
営
住
宅

・
住　
所　
揖
斐
川
町
東
横
山
１
１
３
０
番
地

・
募
集
戸
数　
１
戸(

12
号)

・
建
設
年
度　
昭
和
56
年
度

・
構
造
な
ど　
木
造
２
階
建

・
間
取
り　
　

４
Ｄ
Ｋ

・
家　
賃　
　

１
２
，
４
０
０
円
〜

・
そ
の
他　
　

水
道
：
簡
易
水
道

　
　
　
　
　
　

下
水
：
農
業
集
落
排
水

③
さ
つ
き
町
営
住
宅

・
住　
所　
揖
斐
川
町
北
方
２
２
４
７
番
地
２

・
募
集
戸
数　
３
室(

２
号
、
12
号
、
32
号)

・
建
設
年
度　
昭
和
52
年
度

・
構
造
等　
　

簡
易
耐
火
構
造
２
階
建

・
間
取
り　
　

３
Ｋ

・
家　
賃　
　

１
１
，
３
０
０
円
〜

・
そ
の
他　
　

水
道
：
上
水
道　

　
　
　
　
　
　

下
水
：
汲
み
取
り
式

　

浴
槽
等
は
入
居
者
持
込
に
な
り
ま
す
。

《
共
通
事
項
》

※
敷
金　
家
賃
の
３
ヶ
月
分

※
入
居
条
件　
揖
斐
川
町
内
に
在
住
も
し
く

　

は
在
勤
に
限
る
。

　

そ
の
他
所
得
要
件
あ
り　

※
募
集
期
間　
12
月
１
日
〜
12
月
15
日

※
入
居
予
定
日　
平
成
18
年
１
月
20
日

　

詳
し
く
は
、
役
場　

基
盤
整
備
部　

都
市

整
備
課
（
Ｔ
Ｅ
Ｌ
２
２―

２
１
１
１　

内
線

２
０
２
）
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
採
用
年
月　
平
成
18
年
４
月

■
職
種　
　
　

技
術
吏
員

■
職
務
内
容　
清
掃
工
場
の
運
転
、
保
守
、

　
　
　
　
　
　

維
持
管
理

■
採
用
人
数　
若
干
名

■
応
募
資
格　
昭
和
56
年
４
月
２
日
か
ら
昭

　

和
63
年
４
月
１
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
高
校

　

卒
業（
平
成
18
年
３
月
卒
業
見
込
み
含
む
）

　

以
上
の
方

■
受
付
期
間　
平
成
17
年
12
月
６
日
（
火
）

　
　
　
　
　
　

〜
12
月
20
日
（
火
）
の
平
日

■
試
験
の
日
時
お
よ
び
場
所

・
第
１
次
試
験　

　
　

教
養
試
験
・
事
務
適
正
検
査

　
　

平
成
18
年
１
月
15
日
（
日
）

　
　

西
濃
環
境
整
備
組
合

・
第
２
次
試
験
（
第
１
次
試
験
合
格
者
）

　
　

作
文
試
験
・
面
接
試
験

　
　

平
成
18
年
１
月
下
旬
予
定

　
　

西
濃
環
境
整
備
組
合

【
お
問
合
わ
せ
先
】　

西
濃
環
境
整
備
組
合
総

務
課　

Ｔ
Ｅ
Ｌ
０
５
８
５―

３
２―

４
１
５
３

　

年
末
年
始
の
ご
み
収
集
は
次
の
と
お
り
行

い
ま
す
の
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　

な
お
１
月
の
ご
み
収
集
に
つ
い
て
は
広
報

１
月
号
く
ら
し
の
カ
レ
ン
ダ
ー
で
お
知
ら
せ

し
ま
す
。

揖
斐
川
地
区
…
生
ご
み
収
集
日
程 

12
月
26
日
（
月
）、
29
日
（
木
）、

平
成
18
年
１
月
５
日
（
木
）、
10
日
（
火
）

谷
汲
地
区
…
も
や
す
ご
み
収
集
日
程

12
月
26
日
（
月
）、
30
日
（
金
）、

平
成
18
年
１
月
４
日
（
水
）、
10
日
（
火
）

春
日
地
区
…
も
や
す
ご
み
収
集
日
程

12
月
19
日
（
月
）、
26
日
（
月
）、

平
成
18
年
１
月
４
日
（
水
）、
10
日
（
火
）

久
瀬
地
区
…
も
や
す
ご
み
収
集
日
程

12
月
21
日
（
水
）、
28
日
（
水
）、

平
成
18
年
１
月
４
日
（
水
）、
11
日
（
水
）

藤
橋
地
区
…
も
や
す
ご
み
収
集
日
程

12
月
19
日
（
月
）、
26
日
（
月
）、

平
成
18
年
１
月
４
日
（
水
）、
10
日
（
火
）

坂
内
地
区
…
も
や
す
ご
み
収
集
日
程

12
月
22
日
（
木
）、
29
日
（
木
）、

平
成
18
年
１
月
５
日
（
木
）、
12
日
（
木
）

　

年
末
年
始
は
、
し
尿
く
み
と
り
の
依
頼
が

集
中
し
ま
す
。
お
早
め
に
お
申
込
み
を
お
願

い
し
ま
す
。

　

お
申
込
み
に
つ
い
て
は
次
の
と
お
り
で
す
。

揖
斐
川
地
区
…
㈲
揖
斐
川
清
掃

　
　
　
　
　

０
５
８
５―
２
２―

０
５
０
６

谷
汲
地
区
…
㈱
富
士

　
　
　
　
　

０
５
８―

３
２
３―

０
４
８
５

春
日
地
区
…
㈲
揖
斐
川
清
掃

　
　
　
　
　

０
５
８
５―

２
２―

０
５
０
６

久
瀬
地
区
…
中
央
清
掃
㈱

　
　
　
　
　

０
５
８―

３
２
７―

１
１
４
４

藤
橋
地
区
…
㈲
岐
北
清
掃

　
　
　
　
　

０
５
８
３―

７
０―

８
４
４
８

坂
内
地
区
…
ト
バ
ナ
産
業
㈱

　
　
　
　
　

０
５
８
４―

８
９―

７
６
０
９

　

冬
期
の
ご
み
収
集
、
し
尿
の
く
み
と
り
は

天
候
の
都
合
に
よ
り
時
間
の
か
か
る
場
合
も

あ
り
ま
す
。
ご
理
解
、
ご
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
。

町
営
住
宅
入
居
者
募
集
�

年
末
年
始
�
�
�
収
集
�
�
�
�

Information Room

西
濃
環
境
整
備
組
合
職
員
募
集
案
内

�
尿
�
�
�
�
�
�
早
�
�

平成 17 年 年末の交通安全県民運動
実施期間　12月11日（日）～12月20日（火）

無事故で年末　笑顔で年始
運動の重点
○飲酒運転など無謀な運転を追放する
○夕暮れ時から夜間にかけての交通事故を防止する
○シートベルトとチャイルドシートの着用を徹底する
この時期は日の入りが早く、忘年会など飲酒の機会が多くなります。
早めのライト点灯を、飲酒後の運転は絶対にしないようにしてください。
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町税などの納期限のお知らせ

　11月 30日（水）は、国民健康保険税（７期）、揖斐川左岸用水・揖斐川小島・　永用水・飛烏川用水
土地改良区費（２期）の納期限です。
　12月26日（月）は、固定資産税（３期）、国民健康保険税（８期）、介護保険料（５期）の納期限です。
　
　納め忘れのないように、早めに納めましょう。
　また、口座振替で納付されている方は、納期限前日までに預貯金残額の確認と入金をお願いします。

�
�
�
�
�
家
建
築
協
会
�
活
動

　

美
し
く
豊
か
な
自
然
に
恵
ま
れ
た
揖
斐
川

町
は
、
森
林
資
源
の
宝
庫
で
す
。
こ
の
す
ば

ら
し
い
資
源
を
使
い
、「
ぬ
く
も
り
の
あ
る
、

や
さ
し
い
住
宅
を
…
。」
を
テ
ー
マ
に
、
き
っ

と
満
足
し
て
い
た
だ
け
る
住
ま
い
の
提
供
を

行
な
っ
て
い
る
団
体
が
「
い
び
が
わ
の
家
建

築
協
会
」
で
す
。

　

い
び
が
わ
の
家
建
築
協
会
で
は
、
平
成
９

年
６
月
か
ら
岐
阜
県
産
の
木
材
を
使
っ
た
木

造
軸
組
住
宅
の
建
築
を
進
め
て
お
り
、
現
在

ま
で
100
棟
以
上
の
家
屋
を
建
築
し
て
き
ま
し

た
。
こ
れ
は
、
岐
阜
県
の
林
業
の
振
興
と
県

産
材
の
需
要
拡
大
を
図
る
た
め
、
新
築
住
宅

木
材
の
60
％
以
上
を
県
産
材
で
建
築
し
た
場

合
に
産
直
住
宅
と
な
り
、揖
斐
川
町
か
ら
「
い

び
が
わ
の
家
」
と
し
て
認
定
を
受
け
る
こ
と

に
な
り
ま
す
。

　

ま
た
、
い
び
が
わ
の

家
建
築
協
会
で
は
、
快

適
住
環
境
づ
く
り
の
た

め
床
下
に
炭
を
配
置
す

る
こ
と
を
提
案
し
て
い

ま
す
。
産
直
住
宅
「
い

び
が
わ
の
家
」
と
し
て

認
定
を
受
け
た
家
に
、
こ
の
炭
を
記
念
品
と

し
て
１
０
５
袋
を
贈
呈
し
て
い
ま
す
。

　

揖
斐
川
町
で
は
、
優
れ
た
県
産
材
、
優
れ
た

匠
の
伝
承
技
術
を
持
っ
た
大
工
が
技
を
駆
使

し
て
健
康
・
快
適
・
安
全
性
に
優
れ
た
住
宅
性

能
の
高
い
本
格
木
造
住
宅
を
産
地
か
ら
お
値

打
ち
に
提
供
す
る
こ
と
を
応
援
し
て
い
ま
す
。

　

い
び
が
わ
の
家
建
築
協
会
は
、
揖
斐
川

町
の
建
築
業
者
の
方
で
あ
れ
ば
ど
な
た
で

も
参
加
で
き
ま
す
。
詳
し
く
は
揖
斐
川
町
商

工
会
へ
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。
Ｔ
Ｅ
Ｌ
２
２―

６
１
８
５

　

樽
見
鉄
道
の
人
気
車
両
「
ハ
イ
モ

１
８
０
」
が
平
成
18
年
１
月
を
も
っ
て
引
退

し
ま
す
。
昭
和
59
年
に
樽
見
鉄
道
が
開
業
し

て
以
来
、
本
日
ま
で
走
り
つ
づ
け
た
第
三
セ

ク
タ
ー
鉄
道
初
の
２
軸
レ
ー
ル
バ
ス
で
す
。

懐
か
し
い
思
い
出
の
写
真
付
記
念
乗
車
券
を

発
売
中
で
す
。

■
発
売
日　
平
成
17
年
10
月
８
日
〜

　
　
　
　
　

平
成
18
年
１
月
31
日

■
価
格　
　

８
０
０
円
（
３
枚
組
み
）

■
き
っ
ぷ　
大
垣
〜
北
方
真
桑
間
、
北
方
真

桑
〜
本
巣
間
、
本
巣
〜
織
部
間

※
有
効
期
限
は
平
成
18
年
１
月
31
日
で
す
。

■
発
売
箇
所　

１ 

窓
口
販
売　

樽
鉄
大
垣
駅
（
Ｊ
Ｒ
大
垣

駅
６
番
線
き
っ
ぷ
売
り
場
）・
北
方
真

桑
駅
・
本
巣
駅

２ 

郵
送
申
込
販
売　

○
代
金
に
つ
い
て
は
８
０
０
円
分
の
郵
便
小

為
替
を
同
封
願
い
ま
す
。

○
返
信
用
定
型
封
筒
（
長
形
３
号
）
に
郵
便

番
号
・
住
所
・
氏
名
を
記
入

　

１
セ
ッ
ト
80
円
、
２
セ
ッ
ト
90
円
の
切

手
を
貼
付
し
て
く
だ
さ
い
。

　

申
込
先　

〒
５
０
１―

１
２
０
５

　
　
　

本
巣
市
曽
井
中
島
６
８
０―

１
１

　
　
　
　

樽
見
鉄
道
㈱　

ハ
イ
モ
１
８
０
係

【
お
問
合
わ
せ
先
】　

樽
見
鉄
道
㈱　

営
業
部

　

Ｔ
Ｅ
Ｌ
０
５
８
１―

３
４―

８
０
３
９

　

Ｆ
Ａ
Ｘ
０
５
８
１―

３
４―

４
３
７
７

樽
見
鉄
道
�
�
�
�
�
�
��

�
�

引
退
記
念
乗
車
券
�
発
売
中

　春日地域の沢あざみは、炭焼きに出かける時に苗を持ち歩き、分布が
広げられたと言い伝えられ、古くから食材として親しまれてきました。
　キク科アザミ属の一種、草丈１ｍ前後の多年草で、谷沢沿いに自生し、
春日地域では、家の周辺や茶畑で栽培してきました。
　葉軸を茹でてアク抜きし、塩蔵保存して通年食材としても利用できま
す。
　無農薬の自然食品で、繊維質に富み、煮物やきんぴら、佃煮、浅漬け
風など、沢あざみ独特の風味と食感が好評です。
　現在のところ商品として佃煮、惣菜、水煮、沢あざみ入りパウンドケ
ーキが販売されています。問い合わせ先：役場農林振興課
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